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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信によって制御信号を送信する所定のワイヤレス給電方式に則って給電装置から
電力を受電する受電装置であって、
　前記受電装置によって受電された電力の給電対象の電源を具備する端末との通信を行う
対端末通信部と、
　前記給電装置からの所定の制御信号を受信する受信部と、
　前記所定の制御信号に基づいて、前記対端末通信部を通じて、前記端末の電源制御及び
動作モードの設定を行う制御部と、
を備える受電装置。
【請求項２】
　前記受信部は、前記給電装置から、電源入又は切、動作モードの指定を含む前記所定の
制御信号を受信し、
　前記制御部は、前記所定の制御信号の前記指定に従って、前記端末の電源制御及び動作
モードの設定を行う、
請求項１に記載の受電装置。
【請求項３】
　前記端末から取得される位置情報を保持する記憶部をさらに備え、
　前記受信部は、前記給電装置から、給電終了を含む前記所定の制御信号を受信し、
　前記制御部は、前記位置情報と前記所定の制御信号とに基づいて、前記端末の電源制御
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及び動作モードの設定を行う、
請求項１に記載の受電装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記位置情報によって、前記端末の位置が所定のエリア内であることを
判定した場合に、前記端末の電源の切断と、前記端末の次回起動時の動作モードとして所
定の動作モードの設定を行う、
請求項３に記載の受電装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記位置情報から前記端末の移動速度を算出し、該移動速度が所定の閾
値以上である場合に、前記端末の電源の切断と、前記端末の次回起動時の動作モードとし
て所定の動作モードの設定を行う、
請求項３又は４に記載の受電装置。
【請求項６】
　前記受信部は、前記給電装置から、環境変化情報を含む前記所定の制御信号を受信し、
　前記制御部は、前記所定の制御信号に含まれる前記環境変化情報に基づいて、前記端末
の電源制御及び動作モードの設定を行う、
請求項１に記載の受電装置。
【請求項７】
　前記受信部は、前記給電装置から、位置情報を含む前記所定の制御信号を受信し、
　前記制御部は、前記所定の制御信号に含まれる前記位置情報に基づいて、前記端末の電
源制御及び動作モードの設定を行う、
請求項１に記載の受電装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記端末の電源が入っていない場合には、前記端末の電源投入の通知を
受けた後に、前記動作モードを前記端末に通知する、
請求項１から７のいずれか一項に記載の受電装置。
【請求項９】
　前記受電装置は、前記端末の電源切とは独立し、前記受電装置の電源を切断する電源切
断制御部をさらに備える、
請求項１から８のいずれか一項に記載の受電装置。
【請求項１０】
　無線通信によって制御信号を送信する所定のワイヤレス給電方式に則って給電装置から
電力を受電する受電装置が、
　前記受電装置によって受電された電力の給電対象の電源を具備する端末との通信を行い
、
　前記給電装置からの所定の制御信号を受信し、
　前記所定の制御信号に基づいて、前記端末の電源制御及び動作モードの設定を行う、
情報処理方法。
【請求項１１】
　無線通信によって制御信号を送信する所定のワイヤレス給電方式に則って給電装置から
電力を受電する受電装置に、
　前記受電装置によって受電された電力の給電対象の電源を具備する端末との通信を行わ
せ、
　前記給電装置からの所定の制御信号を受信させ、
　前記所定の制御信号に基づいて、前記端末の電源制御及び動作モードの設定を行わせる
、
ための情報処理プログラム。
【請求項１２】
　所定のワイヤレス給電方式に則って給電装置から電力を受電する受電装置であって、
　前記給電装置の給電停止を検知する検知部と、
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　前記給電装置の給電停止が検出された場合に、前記受電装置によって受電された電力の
給電対象の端末に電源切断を指示する制御部と、
　前記端末から取得される位置情報を保持する記憶部と、
を備え、
　前記制御部は、前記給電装置の給電停止が検知された場合に、前記位置情報に応じて、
前記端末の次回起動時の動作モードを設定する、
受電装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記位置情報から前記端末の移動速度を算出し、該移動速度が所定の閾
値以上である場合に、前記端末の次回起動時の動作モードとして所定の動作モードの設定
を行う、
請求項１２に記載の受電装置。
【請求項１４】
　前記端末の電源の切断とは独立して、前記給電装置の給電停止が検出された場合に、前
記受電装置の電源を切断する電源切断制御部、
をさらに備える請求項１２又は１３に記載の受電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレス給電方式における受電装置、情報処理方法、及び、情報処理プロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォン、携帯電話端末等の携帯端末では、複数の動作モードが用意されている
。例えば、「マナーモード」は、公共の場で着信音を鳴らさないための動作モードである
。例えば、「機内モード」は、航空機内で電波を発しないようにして使用可能にするため
の動作モードである。例えば、「ドライブモード」は、着信があった場合に、着信相手に
対して運転中である旨のメッセージを通知するモードである。携帯端末の動作モードの設
定方法は、例えば、ユーザによって手入力で設定されたり、発信機から所定の信号を受信
すると設定されたりする方法があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－６７４８８号公報
【特許文献２】特開２００８－１４８２４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ユーザが手入力で場所や状況に応じて携帯端末の動作モードの設定変更
を行うのは、ユーザにとって面倒であった。また、携帯端末の電源が入った状態では動作
モードの変更は可能であるものの、電源が入っていない状態では、発信機からの所定の信
号を受信することができず、動作モードの変更が行えなかった。そのため、携帯端末に電
源が入れられた場合に、例えば、航空機の飛行中や病院等の、携帯端末の電波の発信が認
められない状況で、電波を発するモードで起動してしまう場合があった。
【０００５】
　本発明の一態様は、状況に応じて端末の動作モードを設定可能な受電装置、情報処理方
法、及び情報処理プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の態様の一つは、
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  無線通信によって制御信号を送信する所定のワイヤレス給電方式に則って給電装置から
電力を受電する受電装置であって、
　前記受電装置によって受電された電力の給電対象の電源を具備する端末との通信を行う
対端末通信部と、
　前記給電装置からの所定の制御信号を受信する受信部と、
　前記所定の制御信号に基づいて、前記対端末通信部を通じて、前記端末の電源制御及び
動作モードの設定を行う制御部と、
を備える受電装置である。
【０００７】
　本発明の他の態様の一つは、受電装置が上記処理を実行する情報処理方法である。また
、本発明の他の態様は、コンピュータを上述した受電装置として機能させる情報処理プロ
グラム、及び当該プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体を含むこと
ができる。コンピュータ等が読み取り可能な記録媒体には、データやプログラム等の情報
を電気的、磁気的、光学的、機械的、または化学的作用によって非一時的に蓄積し、コン
ピュータ等から読み取ることができる記録媒体をいう。
【発明の効果】
【０００８】
　開示の受電装置、情報処理方法、及び情報処理プログラムによれば、状況に応じて端末
の動作モードを設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１実施形態に係るワイヤレス給電システムの構成例を示す図である。
【図２】受電側の装置である携帯端末と受電モジュールとのハードウェア構成の一例を示
す図である。
【図３】受電モジュール及び携帯端末の機能構成の一例を示す図である。
【図４】給電器のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図５】給電器の機能構成の一例を示す図である。
【図６】端末制御メッセージに含まれる情報の一例を示す図である。
【図７Ａ】第１実施形態に係る、受電モジュールの受電モジュール制御部の処理のフロー
チャートの一例である。
【図７Ｂ】第１実施形態に係る、受電モジュールの受電モジュール制御部の処理のフロー
チャートの一例である。
【図７Ｃ】第１実施形態に係る、受電モジュールの受電モジュール制御部の処理のフロー
チャートの一例である。
【図８】携帯端末の電源投入時の処理のフローチャートの一例を示す図である。
【図９Ａ】受電モジュール、携帯端末ともに電源ＯＮの状態で、ユーザが航空機に搭乗し
た場合の、受電モジュール、携帯端末、給電器間の処理のシーケンスの一例を示す図であ
る。
【図９Ｂ】航空機が安定飛行に入った後に、ユーザが携帯端末の電源をＯＮにした場合の
処理のシーケンスの一例を示す図である。
【図９Ｃ】航空機が着陸態勢に入った場合の処理のシーケンスの一例を示す図である。
【図１０】携帯端末の電源はＯＦＦ状態、受電モジュールの電源はＯＮ状態で、ユーザが
航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末、給電器間の処理のシーケンスの一
例を示す図である。
【図１１】第１実施形態の変形例に係る受電モジュール制御部の処理のフローチャートの
一例である。
【図１２】第１実施形態の変形例に係る、受電モジュール、携帯端末ともに電源ＯＮの状
態で、ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末、給電器間の処理の
シーケンスの一例を示す図である。
【図１３】受電モジュールの端末位置記憶部に保持されるデータの一例である。
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【図１４】給電制御メッセージに含まれる情報の一例を示す図である。
【図１５Ａ】第２実施形態に係る、受電モジュールの受電モジュール制御部の処理のフロ
ーチャートの一例である。
【図１５Ｂ】第２実施形態に係る、受電モジュールの受電モジュール制御部の処理のフロ
ーチャートの一例である。
【図１６Ａ】第２実施形態に係る、受電モジュール、携帯端末ともに電源ＯＮの状態で、
ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末、給電器間の処理のシーケ
ンスの一例を示す図である。
【図１６Ｂ】航空機が安定飛行に入った後に、ユーザが携帯端末の電源をＯＮにした場合
の処理のシーケンスの一例を示す図である。
【図１６Ｃ】航空機が着陸態勢に入った場合の処理のシーケンスの一例を示す図である。
【図１７】携帯端末２の電源はＯＦＦ状態、受電モジュールの電源はＯＮ状態で、ユーザ
が航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末、給電器間の処理のシーケンスの
一例を示す図である。
【図１８】第２実施形態の変形例における受電モジュール制御部の処理のフローチャート
の一例である。
【図１９】第２実施形態の変形例に係る、受電モジュール、携帯端末ともに電源ＯＮの状
態で、ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末、給電器間の処理の
シーケンスの一例を示す図である。
【図２０】第３実施形態に係る、受電モジュールの受電モジュール制御部の処理のフロー
チャートの一例である。
【図２１Ａ】第３実施形態に係る、受電モジュール、携帯端末ともに電源ＯＮの状態で、
ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末間の処理のシーケンスの一
例を示す図である。
【図２１Ｂ】航空機の巡航中に携帯端末が機内モードで起動し、更にその後、航空機が着
陸態勢に入った場合の処理のシーケンスの一例を示す図である。
【図２２】携帯端末の電源はＯＦＦ状態、受電モジュールの電源はＯＮ状態で、ユーザが
航空機に搭乗した場合の、受電モジュール、携帯端末間の処理のシーケンスの一例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施の形態を説明する。以下の実施形態の構成は例示
であり、本発明は実施形態の構成に限定されない。
【００１１】
　＜第１実施形態＞
　携帯端末等の充電池で動作する端末の充電方法の一つとして、充電ケーブルを用いない
ワイヤレス給電方式がある。ワイヤレス給電方式には、例えば、電磁誘導方式、磁界共鳴
方式がある。
【００１２】
　磁界共鳴方式のワイヤレス給電方式では、給電装置と受電装置とを数十センチから数メ
ートル離しても充電可能である。さらに、１つの給電装置で複数の受電装置に対して給電
することが可能である。
【００１３】
　給電装置と受電装置との間では、給電開始に先立って、給電準備として、制御信号を用
いた情報やり取りがなされる。磁界共鳴方式の技術標準の一つであるＡ４ＷＰ（Alliance
 for Wireless Power）では、給電装置と受電装置との間の制御信号のやり取りには、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）が採用されている。
【００１４】
　また、ワイヤレス給電方式に対応する受電装置は、受電した電力の給電対象の電源を具
備する端末本体の電源が切断された場合でも、引き続き電源ＯＮ状態を維持し、充電可能
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なように構成されることが多い。
【００１５】
　そこで、第１実施形態では、ワイヤレス給電方式の制御信号を用いて、受電装置は、受
電した電力の給電対象の電源を具備する端末本体の電源ＯＮ又はＯＦＦの状態にかかわら
ずに、該端末の動作モードの設定を行う。
【００１６】
　＜システム構成＞
　図１は、第１実施形態に係るワイヤレス給電システム１００の構成例を示す図である。
ワイヤレス給電システム１００は、航空機内において構築され、磁界共鳴方式のワイヤレ
ス給電方式が採用されるシステムである。ワイヤレス給電システム１００は、乗客が保持
する携帯端末２と該携帯端末２の受電モジュール１、給電器３とを含む。
【００１７】
　携帯端末２と受電モジュール１とは、２つで１対である。携帯端末２、受電モジュール
１、給電器３は、ワイヤレス給電システム１００内にそれぞれ複数含まれるものとする。
また、給電器３は、１台で複数の受電モジュール１に対して給電可能である。ただし、図
１では、便宜上、１組の携帯端末２と受電モジュール１と、給電器３と、が示される。
【００１８】
　給電器３と受電モジュール１との間では、給電開始に先立って、制御信号がやり取りさ
れる。第１実施形態では、給電器３は、制御信号を用いて、携帯端末２の電源ＯＮ又はＯ
ＦＦ、動作モード等を通知し、受電モジュール１は、該通知に従って、携帯端末２の電源
制御及び動作モードの設定を行う。
【００１９】
　ワイヤレス給電システム１００が構築される航空機内では、離陸から安定飛行入るまで
の間、及び、着陸体勢に入ったときから着陸完了までの間は、航空機のシステムに対する
悪影響を防ぐために、携帯端末２の電源切断が求められるものとする。また、安定飛行中
は、携帯端末２を起動する場合には、電波を発しない「機内モード」による起動が求めら
れるものとする。
【００２０】
　＜受電側の装置の構成＞
　図２は、受電側の装置である携帯端末２と受電モジュール１とのハードウェア構成の一
例を示す図である。受電モジュール１は、例えば、携帯端末２に内蔵されていてもよいし
、携帯端末２のジャケット型電池パックに内蔵されていてもよい。受電モジュール１は、
「受電装置」の一例である。
【００２１】
　受電モジュール１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１、ＲＡＭ（Random Ac
cess Memory）１０２、ＲＯＭ(Read Only Memory)１０３、不揮発性メモリ１０４、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈアンテナ１０５、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路１０６、受電アンテナ１０７、
受電回路１０８、インタフェース回路１０９、端末電源状態検知回路１１０、充電回路１
１１を備える。
【００２２】
　ＲＡＭ　１０２は、揮発性の半導体メモリである。ＲＡＭ　１０２は、ＣＰＵ　１０１
に作業領域及び記憶領域を提供する。ＲＯＭ　１０３は、不揮発性の半導体メモリである
。ＲＯＭ　１０３は、例えば、受電モジュール用の受電制御プログラム、受電モジュール
用の端末動作モード設定プログラムを格納する。受電モジュール用の受電制御プログラム
は、所定のワイヤレス給電方式に基づいて、受電モジュール１の受電動作を制御するため
のプログラムである。受電モジュール用の端末動作モード設定プログラムは、給電器３か
らの制御信号に応じて携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を行うためのプログラ
ムである。受電モジュール用の端末動作モード設定プログラムは、「情報処理プログラム
」の一例である。
【００２３】
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　不揮発性メモリ１０４は、例えば、フラッシュメモリ等である。不揮発性メモリ１０４
は、例えば、ＲＯＭ　１０３に格納されるプログラムの実行に用いられる情報を格納する
記憶領域を提供する。
【００２４】
　ＣＰＵ　１０１は、ＲＯＭ　１０３に格納されるプログラムを実行することによって、
ワイヤレス給電の受電に係る処理を行う。例えば、ＣＰＵ　１０１は、ＲＯＭ　１０３に
格納される受電モジュール用の端末動作モード設定プログラムの命令を実行する。
【００２５】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ１０５、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路１０６は、給電器３との
通信を行うためのアンテナと回路である。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ１０５で受信され
た無線信号は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ１０５で電気信号に変換されてＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ回路１０６に出力される。次に、該電気信号は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路１０６に
よって復調処理、ベースバンド処理が施され、ＣＰＵ　１０１に出力される。ＣＰＵ　１
０１からのデータ入力時には、これと逆の処理が行われて、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ
１０５から無線信号が送信される。
【００２６】
　受電アンテナ１０７、受電回路１０８は、給電器３から発生される磁界による磁界共鳴
によって電力を受信するアンテナと回路である。受電アンテナ１０７は、例えば、コイル
とコンデンサとを含む。受電回路１０８は、受電アンテナ１０７に発生した電力の整流回
路、ＤＣＤＣコンバータ等を含む回路である。受電回路１０８によって処理された電力は
、充電回路１１１に出力される。充電回路１１１は、受電回路１０８から入力される電力
を、電池２００に充電するための回路である。
【００２７】
　インタフェース回路１０９は、受電モジュール１が接続される携帯端末２と通信を行う
ための回路であり、携帯端末２とのコネクタを含む。
【００２８】
　端末電源状態検知回路１１０は、受電モジュール１が接続される携帯端末２の電源がＯ
ＮであるかＯＦＦであるかを検知するための回路である。端末電源状態検知回路１１０は
、受電モジュール１の電源をＯＮ状態にする起動回路（図示せず）を含み、スイッチとし
て動作する。例えば、端末電源状態検知回路１１０は、携帯端末２の電源回路２０５と信
号線で接続されている。携帯端末２の電源がＯＦＦ状態からＯＮ状態に変化した場合に、
該信号線を通じて、携帯端末２の電源回路２０５から端末電源状態検知回路１１０に電圧
変化が伝えられる。この電圧変化に基づき、端末電源状態検知回路１１０は、起動回路を
通じて、受電モジュール１の電源をＯＮ状態にする。これによってＣＰＵ　１０１に電源
が入り、受電モジュール１の動作が開始される。
【００２９】
　また、端末電源状態検知回路１１０は、受電モジュール１内の他のハードウェア構成要
素とは異なる電源経路で電池２００に接続しており、常時電源ＯＮ状態である。これによ
り、受電モジュール１がＯＦＦ状態であっても、携帯端末２の電源状態を検知することが
できる。
【００３０】
　次に、携帯端末２は、例えば、スマートフォン、タブレット端末、携帯電話端末等であ
る。なお、携帯端末２の他の一例としては、携帯型ゲーム機、携帯型音楽プレーヤー、等
のうち、ワイヤレス受電モジュールを備える又は接続するものがある。携帯端末２は、「
端末」の一例である。
【００３１】
　携帯端末２は、ＣＰＵ　２０１、ＲＡＭ　２０２、不揮発性メモリ２０３、インタフェ
ース回路２０４、電源回路２０５、表示部２０６、タッチパネル部２０７、音声入出力部
２０８、無線部２０９、無線アンテナ２１０を含む。また、携帯端末２には、着脱可能な
電池２００が接続されている。
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【００３２】
　不揮発性メモリ２０３は、ＯＳ（Operating System）や各種アプリケーション、端末用
の端末動作モード設定プログラム、電話帳等のデータを格納する。端末用の端末動作モー
ド設定プログラムは、受電モジュール１からの通知に従って動作モードを設定するための
プログラムである。ＣＰＵ　２０１は、不揮発性メモリ２０３に格納されるＯＳやアプリ
ケーション等をＲＡＭ　２０２の作業領域に展開し、展開された命令を実行することによ
って、携帯端末２を制御する。
【００３３】
　タッチパネル部２０７は、位置入力装置の１つであって、表示部２０６の表面に配置さ
れており、接触が検知されたタッチ位置の座標をＣＰＵ　２０１に出力する。タッチパネ
ル部２０７は、静電容量方式、抵抗膜方式、表面弾性波方式、赤外線方式、電磁誘導方式
等のいずれのタッチパネルであってもよい。
【００３４】
　表示部２０６は、例えば、液晶ディスプレイ（Liquid Crystal Display、ＬＣＤ）であ
る。表示部２０６は、ＣＰＵ　２０１から入力される信号に従って、画面データを表示す
る。
【００３５】
　無線部２０９は、アンテナ２１０と接続しており、アンテナ２１０を通じて受信した無
線信号を電気信号に変換してＣＰＵ　２０１に出力したり、ＣＰＵ　２０１から入力され
る電気信号を無線信号に変換してアンテナ２１０を通じて送信したりする。無線部２０９
は、無線基地局との通信に係る処理を行い、例えば、第３世代移動通信システム、第２世
代移動通信システム、ＬＴＥ（Long Term Evolution）等の無線通信方式のうちのいずれ
か１つ又は複数の方式に則った通信の処理を行う。
【００３６】
　音声入出力部２０８は、音声出力装置としてのスピーカーと、音声入力装置としてのマ
イクロフォンとを含む。音声入出力部２０８は、マイクロフォンから入力された音声信号
を電気信号に変換してＣＰＵ　２０１に出力したり、ＣＰＵ　２０１から入力された電気
信号を音声信号に変換してスピーカーに出力したりする。
【００３７】
　インタフェース回路２０４は、受信モジュール１との通信を行うための回路であり、受
電モジュール１とのコネクタを含む。電源回路２０５は、携帯端末２への電源供給を制御
する回路である。電池２００は、例えば、充電可能なリチウムイオン電池である。電池２
００は、携帯端末２に加えて受電モジュール１にも接続されており、受電モジュール１に
も電力を供給する。なお、受電モジュール１側の電源回路は図２では省略されている。
【００３８】
　なお、受電モジュール１及び携帯端末２のハードウェア構成は、図２に示されるものに
限定されず、適宜、追加、置換、削除等の変更が可能である。例えば、携帯端末２は、２
７に示される構成に加えて、カメラ、赤外線通信部、ＩＣカード通信部等を備えてもよい
。
【００３９】
　図３は、受電モジュール１及び携帯端末２の機能構成の一例を示す図である。受電モジ
ュール１は、機能構成として、受電モジュール制御部１１、対給電器通信部１２、動作モ
ード記憶部１３、端末位置記憶部１４、対端末通信部１６、受電制御部１６、ワイヤレス
受電部１７、受電モジュール電源制御部１８、端末電源状態取得部１９を備える。これら
のうち、端末位置記憶部１４は、後述の他の実施形態で用いられるので、第１実施形態に
おいての説明は行われない。
【００４０】
　対給電器通信部１２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ１０５、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路
１０６を通じて給電器３と通信する通信インタフェースである。対給電器通信部１２は、
給電器３からの制御信号を受信する。対端末通信部１６は、インタフェース回路１０９を
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通じて携帯端末２と通信する通信インタフェースである。対給電器通信部１２は、「受信
部」の一例である。対端末通信部１６は、「対端末通信部」の一例である。
【００４１】
　ワイヤレス受電部１７は、給電器３からの電力を受ける。ワイヤレス受電部１７は、受
電アンテナ１０７、受電回路１０８に相当する。受電制御部１６は、ワイヤレス受電部１
７の受電の状態を監視し、受電回路１０８の動作パラメータを制御する。
【００４２】
　受電モジュール電源制御部１８は、受電モジュール１の電源のＯＮ、ＯＦＦを制御する
。受電モジュール電源制御部１８は、端末電源状態取得部１９によって携帯端末２の電源
がＯＦＦからＯＮになったことが検出された場合に、受電モジュール１の電源をＯＮにす
る。また、受電モジュール制御部１８は、受電モジュール制御部１１からの指示に従い、
受電モジュール１の電源をＯＦＦにする。受電モジュール電源制御部１８は、例えば、起
動回路（図示せず）、ＲＯＭ　１０３に格納される電源切断プログラムに相当する。受電
モジュール１の電源がＯＮになる場合には、受電モジュール電源制御部１８として、起動
回路が動作する。受電モジュール１の電源がＯＦＦになる場合には、受電モジュール電源
制御部１８として、ＣＰＵ　１０１がＲＯＭ　１０３に格納される電源切断プログラムを
実行する。受電モジュール電源制御部１８によって、受電モジュール１は、携帯端末２と
は独立して電源切断を行うことができる。すなわち、受電モジュール１は、携帯端末２の
電源がＯＮからＯＦＦになっても、引き続き電源ＯＮの状態を保つ。受電モジュール電源
制御部１８は、「電源切断制御部」の一例である。
【００４３】
　端末電源状態取得部１９は、端末電源状態検知回路１１０に相当し、携帯端末２の電源
のＯＮ及びＯＦＦ状態、及び、電源状態の変化を検知する。端末電源状態取得部１９は、
携帯端末２の電源状態又は電源状態の変化を受電モジュール電源制御部１８に出力する。
【００４４】
　受電モジュール制御部１１、動作モード記憶部１３、端末位置記憶部１４は、受電モジ
ュール１のＣＰＵ　１０１がＲＯＭ　１０３に格納される受電モジュール用の端末動作モ
ード設定プログラムを実行することによって実現される機能構成である。
【００４５】
　受電モジュール制御部１１は、第１実施形態では、給電器３からの制御信号に応じて、
携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を行う。受電モジュール制御部１１の処理の
詳細は、後述される。受電モジュール制御部１１は、「制御部」の一例である。
【００４６】
　動作モード記憶部１３、端末位置記憶部１４は、不揮発性メモリ１０４の記憶領域に作
成される。動作モード記憶部１３には、携帯端末２の電源が次回ＯＮになった場合に、受
電モジュール制御部１１によって携帯端末２に通知される動作モードが記憶される。第１
実施形態では、携帯端末２の次回起動時に通知される動作モードは、給電器３からの制御
信号によって指定される。端末位置記憶部１４については、後述の第２実施形態において
説明される。
【００４７】
　次に、携帯端末２は、機能構成として、端末制御部２１、対受電モジュール通信部２２
、端末電源制御部２３、端末電源通知部２４、位置取得部２５を含む。対受電モジュール
通信部２２は、インタフェース回路２０４を通じて受電モジュール１と通信を行う通信イ
ンタフェースである。
【００４８】
　端末電源制御部２３は、端末制御部２１の指示にしたがって、携帯端末２の電源のＯＮ
又はＯＦＦを制御する。端末電源制御部２３は、起動回路（図示せず）と電源切断プログ
ラムとに相当する。端末電源通知部２４は、電源回路２０５と受電モジュール１の端末電
源状態検知回路１１０とを接続する信号線に相当し、端末の電源ＯＮ又はＯＦＦを通知す
る。端末電源通知部２４は、例えば、電源ＯＮの状態の場合には電源回路２０５から受電
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モジュール１の端末電源状態検知回路１１０に電流を流すことによって、端末の電源ＯＮ
を通知する。
【００４９】
　端末制御部２１は、ＣＰＵ　２０１が不揮発性メモリ２０３に格納される端末用の端末
動作モード設定プログラムを実行することによって実現される機能構成の一つである。端
末制御部２１は、受電モジュール１からの通知に従って動作モードを設定したり、受電モ
ジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して、電源ＯＦＦの了解を通知したりする。端末
制御部２１は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知を受けると、端末電源制御部２
３に電源ＯＦＦを指示する。なお、位置取得部２５については、後述の第２実施形態にお
いて説明される。
【００５０】
　＜送電側の装置の構成＞
　図４は、給電器３のハードウェア構成の一例を示す図である。給電器３は、例えば、航
空機内の座席シートの肘掛付近、座席シートに付属される折り畳みテーブル内部、壁面、
天井等に設置される磁界共鳴方式のワイヤレス給電ユニットである。給電器３は、ＣＰＵ
　３０１、ＲＡＭ　３０２、ＲＯＭ　３０３、不揮発性メモリ３０４、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ回路３０５、Ｂｌｕｅｔｈｏｏｔｈアンテナ３０６、送電回路３０７、送電アンテナ３
０８を備える。給電器３は、「給電装置」の一例である。
【００５１】
　ＣＰＵ　３０１、ＲＡＭ　３０２、ＲＯＭ　３０３、不揮発性メモリ３０４については
、受電モジュール１のハードウェア構成で説明された通りである。給電器３の不揮発性メ
モリ３０４には、給電器用の端末動作モード設定プログラムが格納される。給電器用の端
末動作モード設定プログラムは、第１実施形態では、ワイヤレス給電で用いられる受電モ
ジュール１への制御信号に、携帯端末２の電源状態、動作モード等の設定を含めて送信す
るためのプログラムである。
【００５２】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路３０５、Ｂｌｕｅｔｈｏｏｔｈアンテナ３０６は、それぞれ、
受電モジュール１に制御信号を送信するために用いられる。送電アンテナ３０８は、コイ
ルとコンデンサとを含み、送電回路３０７は、送電アンテナ３０８に磁界を発生させるた
めの高周波増幅器や整合回路を含む回路である。
【００５３】
　図５は、給電器３の機能構成の一例を示す図である。給電器３は、機能構成として、給
電制御判定部３１、対受電モジュール通信部３２、ワイヤレス送電部３３を備える。対受
電モジュール通信部３２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路３０５、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテ
ナ３０６を通じて受電モジュール１に制御信号を送信するインタフェースである。ワイヤ
レス送電部３３は、送電回路３０７及び送電アンテナ３０８に相当し、ワイヤレス給電方
式により電力を送電する。
【００５４】
　給電制御判定部３１は、ＣＰＵ　３０１が給電器用の端末動作モード設定プログラムを
実行することによって実現される機能である。給電制御判定部３１は、受電側に給電する
電力を決定し、受電側との制御情報を処理する。また、給電制御判定部３１は、例えば、
航空機内の複数の給電器３を制御する制御装置（図示せず）や運行システムを通じた管理
者からの状況に応じた操作入力によって、制御信号に携帯端末２の電源状態、動作モード
等の設定を含めて送信する。例えば、航空機の搭乗員が、航空機が離陸体勢に入った場合
に所定の操作を行うことによって、または、航空機の運航システムが自動的に動作するこ
とによって、各給電器３に信号が送られ、給電制御判定部３１は携帯端末２の電源ＯＦＦ
、機内モードの設定を含む制御信号を送信する。
【００５５】
　＜制御メッセージの内容＞
　ワイヤレス給電方式における制御信号で給電器３から受信モジュール１に送信される情
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報は、以降、制御メッセージと称される。制御メッセージには、例えば、端末制御と給電
制御とがある。このうち、第１実施形態では、端末制御メッセージが用いられる。端末制
御メッセージは、「所定の制御信号」の一例である。
【００５６】
　図６は、端末制御メッセージに含まれる情報の一例を示す図である。端末制御メッセー
ジは、端末の電源及び動作モードを制御するために用いられる。
【００５７】
　端末制御メッセージには、例えば、「メッセージ種別」、「端末の電源制御」、「端末
の動作モード」、「次回起動時の端末の動作モード」の項目が含まれる。「端末の電源制
御」は、携帯端末２に対して指示される電源状態であって、例えば、ＯＮ、ＯＦＦ、Ｄｏ
ｎ’ｔ　Ｃａｒｅがある。
【００５８】
　端末制御メッセージ内の「端末の電源制御」が「ＯＮ」である場合には、携帯端末２の
電源をＯＮにすることが指示される。端末制御メッセージ内の「端末の電源制御」が「Ｏ
ＦＦ」である場合には、携帯端末２の電源をＯＦＦにすることが指示される。端末制御メ
ッセージ内の「端末の電源制御」が「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」である場合には、携帯端末
２の電源がＯＮ、ＯＦＦのいずれの状態であっても構わないことが示される。
【００５９】
　端末制御メッセージ内の「端末の動作モード」は、携帯端末２に要求される動作モード
である。第１実施形態において、動作モードには、通常モード、マナーモード、ドライブ
モード、機内モードがある。通常モードは、着信音や電波の発信に制限が加えられていな
いモードである。マナーモードは、携帯端末２の着信音が無効であるモードである。ドラ
イブモードは、携帯端末２に着信があった場合に、運転中である旨のメッセージが相手側
に自動的に流れるモードである。機内モードは、携帯端末２の電波の発信が無効であるモ
ードである。
【００６０】
　端末制御メッセージ内の「端末の動作モード」には、第１実施形態では、通常モード、
マナーモード、ドライブモード、機内モード、Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅの何れかが格納され
る。端末制御メッセージ内の「端末の動作モード」が「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」である場
合には、携帯端末２の動作モードがいずれでもあってもよいことが示される。
【００６１】
　端末制御メッセージ内の「次回起動時の端末の動作モード」は、携帯端末２の次回起動
時に要求される動作モードである。端末制御メッセージ内の「次回起動時の端末の動作モ
ード」には、第１実施形態では、通常モード、マナーモード、ドライブモード、機内モー
ド、Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅの何れかが格納される。
【００６２】
　端末制御メッセージは、例えば、ワイヤレス給電方式の技術標準であるＡ４ＷＰで採用
されるＢｌｕｅｔｏｏｔｈの規定に従ったデータ形式及び通信方法で送信される。また、
各項目にいずれの情報が格納されるかは、ワイヤレス給電システム１００の管理者によっ
て予め定義されている。
【００６３】
　＜処理の流れ＞
　図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃは、第１実施形態に係る、受電モジュール１の受電モジュール
制御部１１の処理のフローチャートの一例である。図７Ａ～図７Ｃに示される処理は、受
電モジュール１の対給電器通信部１２から受電モジュール制御部１１に制御メッセージが
入力されると開始される。
【００６４】
　ＯＰ１では、受電モジュール制御部１１は、対給電器通信部１２を通じて、給電器３か
らの制御メッセージを受信する。次に処理がＯＰ２に進む。
【００６５】
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　ＯＰ２では、受電モジュール制御部１１は、制御メッセージ内の「メッセージ種別」が
「端末制御」であるか否かを判定する。制御メッセージ内の「メッセージ種別」が「端末
制御」でない場合には（ＯＰ２：ＮＯ）、図７Ａに示される処理が終了する。制御メッセ
ージ内の「メッセージ種別」が「端末制御」である場合には（ＯＰ２：ＹＥＳ）、処理が
ＯＰ３に進む。
【００６６】
　ＯＰ３では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「端末の動作モー
ド」に設定があるか否かを判定する。端末制御メッセージ内の「端末の動作モード」に設
定がない（「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」）場合には（ＯＰ３：ＮＯ）、処理がＯＰ５に進む
。
【００６７】
　端末制御メッセージ内の「端末の動作モード」に設定がある場合には（ＯＰ３：ＹＥＳ
）、処理がＯＰ４に進む。ＯＰ４では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセー
ジ内の「端末の動作モード」が示す動作モードを、対端末通信部１５を通じて、携帯端末
２に通知する。この時点で携帯端末２の電源ＯＮである場合には、携帯端末２は該通知に
従って動作モードを設定する。携帯端末２の電源ＯＦＦである場合には、対端末通信部１
５において、該通知が破棄される。次に処理がＯＰ５に進む。
【００６８】
　ＯＰ５では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「次回起動時の動
作モード」に設定があるか否かを判定する。端末制御メッセージ内の「次回起動時の動作
モード」に設定がある場合には（ＯＰ５：ＹＥＳ）、処理がＯＰ６に進む。端末制御メッ
セージ内の「次回起動時の動作モード」に設定がない（「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」）場合
には（ＯＰ５：ＮＯ）、処理がＯＰ７に進む。
【００６９】
　ＯＰ６では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「次回起動時の動
作モード」が示す動作モードを動作モード記憶部１３に格納する。次に処理がＯＰ７に進
む。
【００７０】
　ＯＰ７では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「電源制御」に設
定があるか否かを判定する。端末制御メッセージ内の「電源制御」に設定がある場合には
（ＯＰ７：ＹＥＳ）、処理がＯＰ８に進む。端末制御メッセージ内の「電源制御」の設定
がある場合には（ＯＰ７：ＮＯ）、図７Ａに示される処理が終了する。
【００７１】
　ＯＰ８では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「電源制御」が「
ＯＦＦ」であるか否かを判定する。端末制御メッセージ内の「電源制御」が「ＯＦＦ」で
ある場合には（ＯＰ８：ＹＥＳ）、処理がＯＰ９に進む。端末制御メッセージ内の「電源
制御」が「ＯＦＦ」でない場合には（ＯＰ８：ＮＯ）、処理がＯＰ１５に進む。
【００７２】
　ＯＰ９では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「電源制御」が「
ＯＦＦ」であるので、携帯端末２の電源状態がＯＮであるか否かを判定する。この判定は
、端末電源状態取得部１９からの通知、すなわち、端末電源状態検知回路１１０からＣＰ
Ｕ　１０１に信号の入力があるか否かを判定することによって行われる。携帯端末２の電
源状態がＯＮである場合には（ＯＰ９：ＹＥＳ）、処理がＯＰ１０に進む。携帯端末２の
電源状態が既にＯＦＦである場合には（ＯＰ９：ＮＯ）、処理がＯＰ１４に進む。
【００７３】
　ＯＰ１０では、受電モジュール制御部１１は、対端末通信部１５を通じて、携帯端末２
に電源ＯＦＦを通知する。次に処理がＯＰ１１に進む。
【００７４】
　ＯＰ１１では、受電モジュール制御部１１は、対端末通信部１５を通じて、携帯端末２
から電源ＯＦＦに対する了解の通知の受信を待機する。携帯端末２から電源ＯＦＦに対す
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る了解の通知が受信された場合には（ＯＰ１１：ＹＥＳ）、処理がＯＰ１４に進む。携帯
端末２から電源ＯＦＦに対する了解の通知が受信されない場合には（ＯＰ１１：ＮＯ）、
処理がＯＰ１２に進む。
【００７５】
　ＯＰ１２では、受電モジュール制御部１１は、ＯＰ１０における携帯端末２に対する電
源ＯＦＦの初回の通知からタイムアウトしたか否かを判定する。携帯端末２に対する電源
ＯＦＦの初回の通知からのタイムアウト時間は、例えば、１０秒である。携帯端末２に対
する電源ＯＦＦの初回の通知からタイムアウトした場合には（ＯＰ１２：ＹＥＳ）、処理
がＯＰ１４に進む。携帯端末２に対する電源ＯＦＦの初回の通知からタイムアウトしてい
ない場合には（ＯＰ１２：ＮＯ）、処理がＯＰ１３に進む。
【００７６】
　ＯＰ１３では、受電モジュール制御部１１は、ＯＰ１０における携帯端末２に対する電
源ＯＦＦの直前の通知からタイムアウトしたか否かを判定する。携帯端末２に対する電源
ＯＦＦの直前の通知からのタイムアウト時間は、例えば、１秒である。携帯端末２に対す
る電源ＯＦＦの直前の通知からタイムアウトした場合には（ＯＰ１３：ＹＥＳ）、処理が
ＯＰ１４に進む。携帯端末２に対する電源ＯＦＦの前回の通知からタイムアウトしていな
い場合には（ＯＰ１３：ＮＯ）、処理がＯＰ１０に戻り、再度、携帯端末２に対して電源
ＯＦＦの通知が行われる。
【００７７】
すなわち、図７Ｂに示される処理では、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２から電
源ＯＦＦの了解の通知を受信しない場合には、１秒ごとに電源ＯＦＦの通知を携帯端末２
に送信し、１０秒経過すると、タイムアウトし、処理がＯＰ１４に進む。
【００７８】
　ＯＰ１４では、受電モジュール制御部１１は、受電モジュール電源制御部１８に、電源
ＯＦＦを指示する。その後、図７Ｂに示される処理が終了するとともに、受電モジュール
電源制御部１８によって受電モジュール１の電源が切断される。
【００７９】
　ＯＰ１５では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「電源制御」が
「ＯＮ」であるか否かを判定する。端末制御メッセージ内の「電源制御」が「ＯＮ」であ
る場合には（ＯＰ１５：ＹＥＳ）、処理がＯＰ１６に進む。端末制御メッセージ内の「電
源制御」が「ＯＦＦ」でも「ＯＮ」でもない場合には（ＯＰ１５：ＮＯ）、図７Ｃに示さ
れる処理が終了する。
【００８０】
　ＯＰ１６では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「電源制御」が
「ＯＮ」であるので、携帯端末２の電源がＯＮ状態であるか否かを判定する。携帯端末２
の電源がＯＮ状態である場合には（ＯＰ１６：ＹＥＳ）、図７Ｃに示される処理が終了す
る。携帯端末２の電源状態がＯＦＦである場合には（ＯＰ１６：ＮＯ）、処理がＯＰ１７
に進む。
【００８１】
　ＯＰ１７では、受電モジュール制御部１１は、ユーザによって携帯端末２の電源がＯＮ
にされて、端末電源状態取得部１９から携帯端末２の電源ＯＮの通知が入力されるのを待
機する。端末電源状態取得部１９から携帯端末２の電源ＯＮの通知が入力された場合には
、（ＯＰ１７：ＹＥＳ）、処理がＯＰ１８に進む。なお、図７Ｃに示される例では、受電
モジュール制御部１１は、端末電源状態取得部１９から携帯端末２の電源ＯＮの通知が入
力されるまで待機状態となるが、所定時間該通知が入力されない場合には（ＯＰ１７：Ｎ
Ｏ）、タイムアウトとしてもよい。
【００８２】
　ＯＰ１８では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に格納される動作
モードを読み込む。次に処理がＯＰ１９に進む。
【００８３】
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　ＯＰ１９では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に動作モードが保
持されているか否かを判定する。動作モード記憶部１３に動作モードが保持されている場
合には（ＯＰ１９：ＹＥＳ）、処理がＯＰ２０に進む。動作モード記憶部１３に動作モー
ドが保持されていない場合には（ＯＰ１９：ＮＯ）、処理がＯＰ２１に進む。
【００８４】
　ＯＰ２０では、受電モジュール制御部１１は、対端末通信部１５を通じて、携帯端末２
に動作モード記憶部１３に保持される動作モードを通知する。その後、図７Ｃに示される
処理が終了する。
【００８５】
　ＯＰ２１では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に動作モードが保
持されていないので、対端末通信部１５を通じて、携帯端末２に動作モードの指定なしを
通知する。その後、図７Ｃに示される処理が終了する。
【００８６】
　なお、携帯端末２及び受電モジュール１がともに電源ＯＦＦ状態から、携帯端末２の電
源がＯＮになることによって受電モジュール１も電源ＯＮとなった場合には、図７ＣのＯ
Ｐ１８からＯＰ２２の処理が行われる。
【００８７】
　図８は、携帯端末２の電源投入時の処理のフローチャートの一例を示す図である。図８
に示されるフローチャートは、例えば、ユーザによって、携帯端末２に電源がＯＮにされ
た場合に開始される。
【００８８】
　ＯＰ３１では、携帯端末２の電源投入によって、端末電源通知部２４から受電モジュー
ル１の端末電源状態取得部１９に携帯端末２の電源がＯＮになったことが通知される。次
に処理がＯＰ３２に進む。
【００８９】
　ＯＰ３２では、携帯端末２は、受電モジュール１からの動作モードの通知の待機状態と
なる。受電モジュール１から動作モードの通知があった場合には（ＯＰ３２：ＹＥＳ）、
処理がＯＰ３４に進む。受電モジュール１から動作モードの通知がない場合には（ＯＰ３
２：ＮＯ）、処理がＯＰ３３に進む。
【００９０】
　ＯＰ３３では、受電モジュール１からの通知を受けずに電源投入からタイムアウトした
場合には（ＯＰ３３：ＹＥＳ）、処理がＯＰ３６に進む。タイムアウト時間は、例えば、
３秒である。タイムアウトしていない場合には（ＯＰ３３：ＮＯ）、処理がＯＰ３２に戻
り、動作モードの通知を受信するまで、又は、タイムアウトするまで、携帯端末２は待機
状態となる。
【００９１】
　ＯＰ３４では、端末制御部２１は、受電モジュール１からの通知に動作モードが指定さ
れているか否かを判定する。受電モジュール１からの通知に動作モードが指定されている
場合には（ＯＰ３４：ＹＥＳ）、処理がＯＰ３５に進む。受電モジュール１からの通知が
「動作モードの指定なし」である場合には（ＯＰ３４：ＮＯ）、処理がＯＰ３６に進む。
【００９２】
　ＯＰ３５では、端末制御部２１は、受電モジュール１からの通知によって指定された動
作モードで携帯端末２を起動する。その後、図８に示される処理が終了する。
【００９３】
　ＯＰ３６では、電源投入から受電モジュール１から通知を受けずにタイムアウトした、
又は、受電モジュール１からの通知に動作モードが指定されていなかったので、端末制御
部２１は、直前の動作モードで携帯端末２を起動する。直前の動作モードは、例えば、不
揮発性メモリ２０３に格納されている。その後、図８に示される処理が終了する。
【００９４】
　＜具体例＞
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　図９Ａは、受電モジュール１、携帯端末２ともに電源ＯＮの状態で、ユーザが航空機に
搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３間の処理のシーケンスの一例
を示す図である。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、通常モードであるとする。
【００９５】
　Ｓ１では、航空機では離陸体勢に入るまでは給電器３からの給電が行われており、受電
モジュール１は、給電器３から端末制御メッセージを受信する（図７Ａ、ＯＰ１）。なお
、制御信号のやり取りは、例えば、給電器３が所定の周期で給電エリア内に存在する受電
モジュール１を検索して、発見した受電モジュール１に対して制御信号を送信することに
よって開始されてもよい。または、制御信号のやり取りは、受電モジュール１が給電器３
を探索して、発見した給電器３に対して制御信号を送信することによって開始されてもよ
い。給電器３と受電モジュール１との間の通信確立は、第１実施形態では、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈの規定に則って行われる。
【００９６】
　Ｓ１において、給電器３から送信される端末制御メッセージには、「電源制御」に「Ｄ
ｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の動作モード」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の次
回起動時の動作モード」に「機内モード」が含まれている。
【００９７】
　Ｓ２では、端末制御メッセージの「端末の次回起動時の動作モード」に「機内モード」
が設定されているので（図７Ａ、ＯＰ５：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記
憶部１３に「機内モード」を記憶する（図７Ａ、ＯＰ６）。
【００９８】
　Ｓ３では、航空機が離陸体勢に入ると、給電器３は、端末制御メッセージを送信し、受
電モジュール１が該端末制御メッセージを受信する（図７Ａ、ＯＰ１）。Ｓ３において、
給電器３から送信される端末制御メッセージには、「電源制御」に「ＯＦＦ」、「端末の
動作モード」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の次回起動時の動作モード」に「機内
モード」が含まれている。Ｓ４では、給電器３は、送電を停止する。
【００９９】
　Ｓ５では、端末制御メッセージ内の「電源制御」が「ＯＦＦ」であり、携帯端末２の電
源がＯＮであるので（図７Ａ、ＯＰ８：ＹＥＳ、ＯＰ９：ＹＥＳ）、受電モジュール１は
、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、ＯＰ１０）。Ｓ６では、携帯端末２は、
受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して、電源ＯＦＦの了解を受電モジュール
に通知する。
【０１００】
　Ｓ７では、携帯端末２から電源ＯＦＦの了解の通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１：
ＹＥＳ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ８では、
携帯端末２が電源をＯＦＦにする。
【０１０１】
　Ｓ８までの処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯＦ
Ｆになる。すなわち、ユーザが携帯端末２の電源がＯＮのまま搭乗した場合でも、航空機
が離陸体勢に入ると、自動的に、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦになる
。
【０１０２】
　図９Ｂは、図９Ａに示される処理の続きであり、航空機が安定飛行に入った後に、ユー
ザが携帯端末２の電源をＯＮにした場合の処理のシーケンスの一例を示す図である。
【０１０３】
　Ｓ９では、航空機が安定飛行に入り、例えば、搭乗員の所定の操作によって、給電器３
の送電が開始される。
【０１０４】
　Ｓ１０では、ユーザによって携帯端末２の電源がＯＮにされる。Ｓ１１では、携帯端末
２は受電モジュール１に電源ＯＮを通知する（図８、ＯＰ３１）。Ｓ１２では、受電モジ
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ュール１は、携帯端末２から電源ＯＮの通知を受けて起動する。
【０１０５】
　Ｓ１３では、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に「機内モード」が格納され
ているので（図７Ｃ、ＯＰ１９：ＹＥＳ）、携帯端末２に「機内モード」を通知する（図
７Ｃ、ＯＰ２０）。
【０１０６】
　Ｓ１４では、携帯端末２は、受電モジュール１から「機内モード」の通知を受けたので
（図８、ＯＰ３２：ＹＥＳ、ＯＰ３４：ＹＥＳ）、「機内モード」で起動する（図８、Ｏ
Ｐ３５）。
【０１０７】
　Ｓ１５では、受電モジュール１は給電器３から端末制御メッセージを受信する（図７Ａ
、ＯＰ１、ＯＰ２：ＹＥＳ）。Ｓ１５で受信される端末制御メッセージには、「電源制御
」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の動作モード」に「機内モード」、「端末の次回
起動時の動作モード」に「機内モード」が含まれている。
【０１０８】
　Ｓ１５の時点で、携帯端末２は、電源ＯＮ、機内モードであるので、端末制御メッセー
ジの受信による携帯端末２の電源状態、動作モードの変更は行われない。
【０１０９】
　Ｓ１４の処理が終了すると、携帯端末２は、機内モードで起動する。すなわち、巡航中
にユーザが携帯端末２の電源をＯＮにすると、携帯端末２は、自動的に、航空機側からリ
クエストされる動作モードで起動する。
【０１１０】
　図９Ｃは、図９Ｂの続きの処理であり、航空機が着陸態勢に入った場合の処理のシーケ
ンスの一例を示す図である。
【０１１１】
　Ｓ１６では、航空機が着陸体勢に入ると、給電器３は、端末制御メッセージを送信し、
受電モジュール１が該端末制御メッセージを受信する（図７Ａ、ＯＰ１）。Ｓ１６におい
て、給電器３から送信される端末制御メッセージには、例えば、「電源制御」に「ＯＦＦ
」、「端末の動作モード」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の次回起動時の動作モー
ド」に「通常モード」が含まれている。Ｓ１７では、給電器３は、送電を停止する。
【０１１２】
　Ｓ１８では、端末制御メッセージに端末内の「次回起動時の動作モード」に「通常モー
ド」が設定されているので（図７Ａ、ＯＰ５：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モー
ド記憶部１３に「通常モード」を記憶する（図７Ａ、ＯＰ６）。
【０１１３】
　Ｓ１９では、端末制御メッセージ内の「電源制御」が「ＯＦＦ」であり、携帯端末２の
電源がＯＮ状態であるので（図７Ａ、ＯＰ８：ＹＥＳ、ＯＰ９：ＹＥＳ）、受電モジュー
ル１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、ＯＰ１０）。Ｓ２０では、携帯端
末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して、電源ＯＦＦの了解を受電モ
ジュールに通知する。Ｓ２１では、携帯端末２は電源をＯＦＦにする。
【０１１４】
　Ｓ２２では、携帯端末２から電源ＯＦＦの通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１：ＹＥ
Ｓ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。
【０１１５】
　Ｓ２２の処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯＦＦ
になる。すなわち、巡航中にユーザが携帯端末２の電源をＯＮにした場合でも、航空機が
着陸体勢に入ると、自動的に、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦになる。
【０１１６】
　なお、ユーザが航空機から降りた後に、携帯端末２の電源をＯＮにすると、携帯端末２
は、受電モジュール１から動作モード記憶部１３に記憶される動作モードである「通常モ
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ード」の通知を受け（図７Ｃ、ＯＰ１８、ＯＰ１９：ＹＥＳ、ＯＰ２０）、通常モードで
起動する（図８、ＯＰ３２：ＹＥＳ、ＯＰ３４：ＹＥＳ、ＯＰ３５）。
【０１１７】
　図１０は、携帯端末２の電源はＯＦＦ状態、受電モジュール１の電源はＯＮ状態で、ユ
ーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３間の処理のシ
ーケンスの一例を示す図である。携帯端末２の電源がユーザによってＯＦＦにされた場合
でも、受電モジュール１は、電源ＯＮを維持する。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、
通常モードであるとする。
【０１１８】
　Ｓ３１では、受電モジュール１は、給電器３から端末制御メッセージを受信する（図７
Ａ、ＯＰ１）。Ｓ３１において、給電器３から送信される端末制御メッセージには、「電
源制御」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の動作モード」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ
」、「端末の次回起動時の動作モード」に「機内モード」が含まれている。
【０１１９】
　Ｓ３２では、端末制御メッセージ内の「端末の次回起動時の動作モード」に「機内モー
ド」が設定されているので（図７Ａ、ＯＰ５：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モー
ド記憶部１３に「機内モード」を記憶する（図７Ａ、ＯＰ６）。
【０１２０】
　Ｓ３３では、航空機が離陸体勢に入ると、給電器３は、端末制御メッセージを送信し、
受電モジュール１が該端末制御メッセージを受信する（図７Ａ、ＯＰ１）。Ｓ３３におい
て、給電器３から送信される端末制御メッセージには、「電源制御」に「ＯＦＦ」、「端
末の動作モード」に「Ｄｏｎ’ｔ　Ｃａｒｅ」、「端末の次回起動時の動作モード」に「
機内モード」が含まれている。Ｓ３４では、給電器３は、送電を停止する。
【０１２１】
　Ｓ３５では、端末制御メッセージ内の「電源制御」が「ＯＦＦ」であり、携帯端末２の
電源がＯＦＦであるので（図７Ａ、ＯＰ８：ＹＥＳ、図７Ｂ、ＯＰ９：ＮＯ）、受電モジ
ュール１は、受電モジュール１の電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。
【０１２２】
　Ｓ３５の処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯＦＦ
になる。この後、航空機が安定飛行に入り、ユーザが携帯端末２の電源をＯＮにした場合
には、受電モジュール１の動作モード記憶部１３に「機内モード」が保持されているので
、図９Ｂと同様に、携帯端末２は機内モードで起動する。すなわち、携帯端末２の電源が
ＯＦＦ、受電モジュールの電源がＯＮ、動作モードが通常モードの状態でユーザが航空機
に搭乗した場合でも、動作モードが機内モードに変更され、携帯端末２は巡航中にユーザ
によって電源がＯＮにされると自動的に機内モードで起動する。
【０１２３】
　＜第１実施形態の作用効果＞
　第１実施形態では、受電モジュール１が、ワイヤレス給電方式で用いられる制御信号を
用いることによって、状況に応じて自動的に携帯端末２の電源状態及び動作モードを変更
することができる。また、ワイヤレス給電方式に対応する受電モジュール１の電源ＯＦＦ
の制御は、携帯端末２の電源ＯＦＦの制御とは独立して行われるため、携帯端末２の電源
がユーザによってＯＮからＯＦＦにされても受電モジュール１の電源はＯＮのままである
。第１実施形態によれば、携帯端末２の電源がＯＦＦの状態でも、受電モジュール１が電
源ＯＮである場合には、携帯端末２の動作モードを変更することができ、携帯端末２は次
回起動した場合に、状況に応じた動作モードで起動することができる。
【０１２４】
　また、磁界共鳴方式のワイヤレス給電の場合には、給電器３と受電モジュール１との距
離が数十センチから数メートル離れていても制御信号のやりとり及び給電を行うことがで
きる。そのため、例えば、携帯端末２が鞄に入ったままの状態でも、携帯端末２の電源制
御及び動作モードの設定を行うことができる。したがって、第１実施形態によれば、ユー
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ザに煩わしさを与えることなく、携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を行うこと
ができる。
【０１２５】
　＜第１実施形態の変形例＞
　第１実施形態では、端末制御メッセージには、携帯端末２の電源のＯＮ又はＯＦＦ状態
、動作モード等が含まれており、受電モジュール１は、端末制御メッセージに含まれる情
報に基づいて携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を行う。変形例では、端末制御
メッセージに、電源のＯＮ又はＯＦＦ状態、動作モードではなく、環境変化を示す情報が
含まれ、受電モジュール１は、環境変化を示す情報に基づき、携帯端末２の電源のＯＮ又
はＯＦＦ、動作モードを判定する。
【０１２６】
　本変形例において、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３のハードウェア及び機能
構成は、第１実施形態と同様である。本変形例では、端末制御メッセージには、図６に示
される「電源制御」、「端末の動作モード」、「次回起動時の端末の動作モード」の項目
は含まれず、代わりに、「環境変化情報」の項目が含まれる。「環境変化情報」には、例
えば、離陸、着陸がある。
【０１２７】
　受電モジュール１の受電モジュール制御部１１は、受信した端末制御メッセージ内の「
環境変化情報」が「離陸」である場合には、携帯端末２の電源ＯＦＦ、携帯端末２の次回
起動時の動作モードが「機内モード」であることを判定する。また、受信した端末制御メ
ッセージ内の「環境変化情報」が「着陸」である場合には、受電モジュール制御部１１は
、携帯端末２の電源ＯＦＦ、携帯端末２の次回起動時の動作モードが「通常モード」であ
ることを判定する。
【０１２８】
　図１１は、第１実施形態の変形例に係る受電モジュール制御部１１の処理のフローチャ
ートの一例である。図１１に示される処理は、受電モジュール１の対給電器通信部１２か
ら受電モジュール制御部１１に制御メッセージが入力されると開始される。
【０１２９】
　ＯＰ４１では、受電モジュール制御部１１は、対給電器通信部１２を通じて、給電器３
からの制御メッセージを受信する。次に処理がＯＰ４２に進む。
【０１３０】
　ＯＰ４２では、受電モジュール制御部１１は、制御メッセージ内の「メッセージ種別」
が「端末制御」であるか否かを判定する。制御メッセージ内の「メッセージ種別」が「端
末制御」でない場合には（ＯＰ４２：ＮＯ）、図１１に示される処理が終了する。制御メ
ッセージ内の「メッセージ種別」が「端末制御」である場合には（ＯＰ４２：ＹＥＳ）、
処理がＯＰ４３に進む。
【０１３１】
　ＯＰ４３では、受電モジュール制御部１１は、端末制御メッセージ内の「環境変化情報
」が「離陸」であるか否かを判定する。端末制御メッセージ内の「環境変化情報」が「離
陸」である場合には（ＯＰ４３：ＹＥＳ）、処理がＯＰ４４に進む。
【０１３２】
　ＯＰ４４では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の
次回起動時の動作モードとして、「機内モード」を格納する。次に、処理が図７ＢのＯＰ
９に進み、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦにされ、図１１及び図７Ｂに
示される処理が終了する。
【０１３３】
　ＯＰ４３において、端末制御メッセージ内の「環境変化情報」が「離陸」でない場合に
は（ＯＰ４３：ＮＯ）、処理がＯＰ４５に進む。ＯＰ４５では、受電モジュール制御部１
１は、端末制御メッセージ内の「環境変化情報」が「着陸」であるか否かを判定する。端
末制御メッセージ内の「環境変化情報」が「着陸」でない場合には（ＯＰ４５：ＮＯ）、
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図１１に示される処理が終了する。端末制御メッセージ内の「環境変化情報」が「着陸」
である場合には（ＯＰ４５：ＹＥＳ）、処理がＯＰ４６に進む。
【０１３４】
　ＯＰ４６では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の
次回起動時の動作モードとして、「通常モード」を格納する。次に、処理が図７ＢのＯＰ
９に進み、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦにされ、図１１及び図７Ｂに
示される処理が終了する。
【０１３５】
　図１２は、第１実施形態の変形例に係る、受電モジュール１、携帯端末２ともに電源Ｏ
Ｎの状態で、ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２、給電器
３間の処理のシーケンスの一例を示す図である。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、通
常モードであるとする。
【０１３６】
　Ｓ１では、航空機では離陸体勢に入るまでは給電器３からの給電が行われており、受電
モジュール１は、給電器３から端末制御メッセージを受信する（図１１、ＯＰ４１）。Ｓ
１において、給電器３から送信される端末制御メッセージには、「環境変化情報」に「離
陸」が含まれている。Ｓ４２では、給電器３が送電を停止する。
【０１３７】
　Ｓ４３では、端末制御メッセージ内の「環境変化情報」が「離陸」であるので（図１１
、ＯＰ４３：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に「機内モード」を
記憶する（図１１：ＯＰ４４）。
【０１３８】
　Ｓ４４では、携帯端末２の電源がＯＮであるので（図７Ｂ、ＯＰ９：ＹＥＳ）、受電モ
ジュール１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、ＯＰ１０）。Ｓ４５では、
携帯端末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して、電源ＯＦＦの了解を
受電モジュールに通知する。
【０１３９】
　Ｓ４６では、携帯端末２から電源ＯＦＦの了解の通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１
：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ４７で
は、携帯端末２が電源をＯＦＦにする。
【０１４０】
　Ｓ４７までの処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯ
ＦＦになる。すなわち、第１実施形態の変形例においても、ユーザが携帯端末２の電源が
ＯＮのまま搭乗した場合でも、航空機が離陸体勢に入ると、自動的に、携帯端末２及び受
電モジュール１の電源がＯＦＦになる。
【０１４１】
　図１２に示される処理の後、航空機が安定飛行に入ってからユーザが携帯端末２の電源
をＯＮにした場合の受電モジュール１、携帯端末２の処理のシーケンスは、例えば、図９
Ｂに示される処理シーケンスと同様であり、携帯端末２は機内モードで起動する。さらに
その後、航空機が着陸体勢に入った場合には、給電器３から「環境変化情報」が「着陸」
である端末制御メッセージが送信され、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に次
回起動時の動作モードとして「通常モード」を格納し、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知す
る（図１１、ＯＰ４５：ＹＥＳ、ＯＰ４６、図７Ｂ、ＯＰ１０）。
【０１４２】
　また、携帯端末２の電源がＯＦＦ、受電モジュール１の電源がＯＮの状態で、ユーザが
搭乗した場合にも、給電器３からの「環境変化情報」が「着陸」である端末制御メッセー
ジを受信することによって、受電モジュール１は、次回起動時の動作モードとして「機内
モード」を格納する（図１１、ＯＰ４３：ＹＥＳ、ＯＰ４４）。
【０１４３】
　したがって、第１実施形態の変形例によれば、端末制御メッセージに、電源制御及び動
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作モードの設定の代わりに、環境変化情報が含まれる場合でも、状況に応じて、自動的に
携帯端末２の電源制御及び動作モードを設定することができる。
【０１４４】
　＜第２実施形態＞
　第２実施形態では、給電器３から給電制御メッセージが送信される。給電制御メッセー
ジは、給電器３の給電の制御状態を受電モジュール１に通知するためのメッセージである
。一方、給電器３から送電停止の給電制御メッセージを受信すると、受電モジュール１は
、携帯端末２から位置情報を取得し、位置情報に基づいて、携帯端末２の電源制御及び動
作モードの設定を判定する。以降、第２実施形態では、第１実施形態と重複する説明は省
略される。
【０１４５】
　第２実施形態では、携帯端末２は、ハードウェア構成の一つとして、ＧＰＳ信号の受信
器を備える。その点以外は、第２実施形態において、受電モジュール１、携帯端末２、給
電器３のハードウェア構成及び機能構成は、第１実施形態と同様である。第２実施形態で
は、携帯端末２の位置取得部２５と受電モジュール１の端末位置記憶部１４も起動する。
【０１４６】
　第２実施形態では、受電モジュール用の端末動作モード設定プログラムは、給電器３か
らの送電停止の通知を受けて、携帯端末２の位置情報に基づいて、携帯端末２の電源制御
及び動作モードの設定を判定するためのプログラムである。
【０１４７】
　携帯端末２の位置取得部２５は、例えば、ＣＰＵ　２０１が不揮発性メモリ２０３に格
納される端末用の端末動作モード設定プログラムを実行することによって実現される機能
構成の一つである。位置取得部２５は、所定の周期で位置情報を取得する。位置情報は、
例えば、ＧＰＳ信号を用いた緯度経度の座標情報、無線ＬＡＮのアクセスポイント等の発
信器から取得されるエリアの種類を示すエリア情報等であり、これらのうち一つ又は複数
が取得される。
【０１４８】
　第２実施形態では、位置取得部２５は、位置情報として、エリア情報とＧＰＳの座標情
報とを取得する。エリア情報及びＧＰＳの座標情報が取得される周期は、例えば、１分で
ある。位置取得部２５は、受電モジュール１からの問い合わせに応じて、及び、所定の周
期で、取得したエリア情報と座標情報とそれぞれの取得時刻とを受電モジュール１に送信
する。位置情報を受電モジュール１に送信する周期は、例えば、１分である。
【０１４９】
　受電モジュール１の受電モジュール制御部１１は、携帯端末２の位置取得部２５から、
対端末通信部１５を通じて位置情報を取得した場合には、端末位置記憶部１４に該位置情
報を記憶する。携帯端末２から所定の周期で位置情報が入力され、端末位置記憶部１４に
保持されることによって、携帯端末２が電源ＯＦＦになった場合でも、携帯端末２によっ
て電源ＯＦＦになる前に最後に取得された位置情報を受電モジュール１が保持することが
できる。
【０１５０】
　受電モジュール制御部１１は、給電停止を含む給電制御メッセージを給電器３から取得
した場合には、携帯端末２の位置情報に基づいて、携帯端末２の電源制御及び動作モード
の設定を行う。給電停止を含む給電制御メッセージを取得した場合に、携帯端末２の位置
情報（エリア情報）が、例えば、駐機場を示すものであれば、受電モジュール制御部１１
は、携帯端末２の電源ＯＦＦ、次回起動時の動作モード「機内モード」を判定する。給電
器３の送電が停止した時の携帯端末２の位置が駐機場である場合には、給電停止の理由が
、ユーザが搭乗している航空機が離陸体勢に入るからであることが推定されるからである
。
【０１５１】
　また、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２の電源がＯＮであり、所定の周期でＧ
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ＰＳの座標情報が入力される場合には、該座標情報から移動速度を算出する。移動速度は
、例えば、ＧＰＳの座標情報が携帯端末２から入力される度に算出される。なお、移動速
度は、携帯端末２の端末制御部２１が算出して受電モジュール１に通知してもよい。
【０１５２】
　また、給電停止を含む給電制御メッセージを取得した場合に、携帯端末２からＧＰＳの
座標情報が入力されており、移動速度が所定の閾値よりも早ければ、受電モジュール制御
部１１は、携帯端末２の電源ＯＦＦ、次回起動時の動作モード「通常モード」を判定する
。給電器３の送電が停止した時の携帯端末２の移動速度が所定の閾値より早い場合には、
現在巡航中であり、給電停止の理由が、ユーザが搭乗している航空機が着陸体勢に入るか
らであることが推定されるからである。
【０１５３】
　給電器用の端末動作モード設定プログラムは、第２実施形態では、ワイヤレス給電で用
いられる受電モジュール１への制御信号に、給電終了の通知を含めて送信するためのプロ
グラムである。給電制御判定部３１は、例えば、搭乗員の操作や航空機内の運行システム
からの入力によって給電器３の送電が停止された場合に、給電終了の通知を含めた給電制
御メッセージを作成して送信する。
【０１５４】
　図１３は、受電モジュール１の端末位置記憶部１４に保持されるデータの一例である。
端末位置記憶部１４は、不揮発性メモリ１０４の記憶領域に作成される。端末位置記憶部
１４には、携帯端末２から所定の周期で入力される位置情報と、該位置情報の取得時刻と
が格納される。図１３では、位置情報としてエリア情報が格納されている例が示される。
端末位置記憶部１４に格納されるエリア情報は、新たに携帯端末２からエリア情報が入力
されると上書き更新される。
【０１５５】
　また、第２実施形態では、位置情報としてＧＰＳの座標情報も携帯端末２から入力され
るため、端末位置記憶部１４には、ＧＰＳの座標情報と、該座標情報の取得時刻もが格納
される。なお、ＧＰＳの座標情報については、端末位置記憶部１４には、所定数の情報が
保持される。新たに携帯端末２から座標情報が入力された場合には、端末位置記憶部１４
では、受電モジュール制御部１４によって、最も古い座標情報が削除され、新たな座標情
報が追加で格納される。端末位置記憶部１４は、「記憶部」の一例である。
【０１５６】
　図１４は、給電制御メッセージに含まれる情報の一例を示す図である。給電制御メッセ
ージには、「メッセージ種別」、「給電制御」、の項目がある。給電制御メッセージの場
合には、「メッセージ種別」に「給電制御」が格納され、これによって、該制御メッセー
ジが給電制御メッセージであることが判定される。給電制御メッセージは、「所定の制御
信号」の一例である。
【０１５７】
　給電制御メッセージ内の給電制御には、「給電終了」又は「給電開始」が格納される。
例えば、搭乗員の操作や航空機内の運行システムからの入力によって給電器３の送電が停
止された場合には、給電器３の給電制御判定部３１は、「給電制御」に「給電終了」を格
納して給電制御メッセージを作成する。また、例えば、搭乗員の操作や航空機内の運行シ
ステムからの入力によって給電器３の送電が開始された場合には、給電器３の給電制御判
定部３１は、「給電制御」に「給電開始」を格納して給電制御メッセージを作成する。
【０１５８】
　なお、図１４では、給電制御メッセージ内に「理由」の項目が含まれるが、この項目は
第２実施形態では用いられない。給電制御メッセージ内の「理由」の項目については、後
述の第２実施形態の変形例にて説明される。
【０１５９】
　図１５Ａ、図１５Ｂは、第２実施形態に係る、受電モジュール１の受電モジュール制御
部１１の処理のフローチャートの一例である。図１５Ａ、図１５Ｂに示される処理は、受
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電モジュール１の対給電器通信部１２から受電モジュール制御部１１に制御メッセージが
入力されると開始される。
【０１６０】
　ＯＰ５１では、受電モジュール制御部１１は、対給電器通信部１２を通じて、給電器３
からの制御メッセージを受信する。次に処理がＯＰ５２に進む。
【０１６１】
　ＯＰ５２では、受電モジュール制御部１１は、制御メッセージ内の「メッセージ種別」
が「給電制御」であるか否かを判定する。制御メッセージ内の「メッセージ種別」が「給
電制御」でない場合には（ＯＰ５２：ＮＯ）、図１５Ａに示される処理が終了する。制御
メッセージ内の「メッセージ種別」が「給電制御」である場合には（ＯＰ５２：ＹＥＳ）
、処理がＯＰ５３に進む。
【０１６２】
　ＯＰ５３では、受電モジュール制御部１１は、給電制御メッセージ内の「給電制御」が
「給電停止」であるか否かを判定する。給電制御メッセージ内の「給電制御」が「給電停
止」でない場合には（ＯＰ５３：ＮＯ）、図１５Ａに示される処理が終了する。給電制御
メッセージ内の「給電制御」が「給電停止」である場合には（ＯＰ５３：ＹＥＳ）、処理
がＯＰ５４に進む。
【０１６３】
　ＯＰ５４では、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２に対して現在の位置情報を問
い合わせる。次に処理がＯＰ５５に進む。
【０１６４】
　ＯＰ５５では、受電モジュールは所定時間内に携帯端末２から位置情報の入力があるか
否かを判定する。所定時間は例えば、３秒である。所定時間内に携帯端末２から位置情報
の入力があった場合には（ＯＰ５５：ＹＥＳ）、処理がＯＰ５８に進む。所定時間内に携
帯端末２から位置情報の入力がない場合には（ＯＰ５５：ＮＯ）、処理がＯＰ５６に進む
。なお、図１５Ａ、図１５Ｂにおいて、位置情報には、エリア情報とＧＰＳの座標情報と
が含まれる。携帯端末２の電源がＯＮである場合には、少なくともＧＰＳの位置情報が携
帯端末２から入力されるため、処理はＯＰ５８に進む。
【０１６５】
　ＯＰ５６では、受電モジュール制御部１１は、端末位置記憶部１４から位置情報と取得
時刻とを読み出す。次に処理がＯＰ５７に進む。
【０１６６】
　ＯＰ５７では、受電モジュール制御部１１は、所定時間内に取得された位置情報がある
か否かを判定する。所定時間は、例えば、現在時刻から１０分前までの時刻である。所定
時間内に取得された位置情報がある場合には（ＯＰ５７：ＹＥＳ）、処理がＯＰ５８に進
む。所定時間内に取得された位置情報がない場合には（ＯＰ５７：ＮＯ）、図１５Ａに示
される処理が終了する。
【０１６７】
　ＯＰ５８では、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２の位置が特定のエリア内であ
るか否かを判定する。特定エリアは、予めエリア情報又はＧＰＳの座標情報で定義されて
おり、例えば、不揮発性メモリ１０４に格納されている。第２実施形態の場合では、特定
エリアは、例えば、駐機場である。携帯端末２の位置が特定のエリア内である場合には（
ＯＰ５８：ＹＥＳ）、処理がＯＰ５９に進む。
【０１６８】
　ＯＰ５９では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の
次回起動時の動作モードとして、「機内モード」を格納する。次に、処理が図７ＢのＯＰ
９に進み、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦにされ、図１５Ｂ及び図７Ｂ
に示される処理が終了する。
【０１６９】
　ＯＰ５８において、携帯端末２の位置が特定のエリア内でない場合には（ＯＰ５８：Ｎ
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Ｏ）、処理がＯＰ６０に進む。ＯＰ６０では、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２
から所定の周期で入力されるＧＰＳの座標情報から移動速度を算出する。次に処理がＯＰ
６１に進む。
【０１７０】
　ＯＰ６１では、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２の移動速度が所定の閾値以上
であるか否かを判定する。所定の閾値は、例えば、第２実施形態では、航空機の巡航中の
最低速度である。携帯端末２の移動速度が所定の閾値未満である場合には（ＯＰ６１：Ｎ
Ｏ）、図１５Ｂに示される処理が終了する。携帯端末２の移動速度が所定の閾値以上であ
る場合には（ＯＰ６１：ＹＥＳ）、処理がＯＰ６２に進む。
【０１７１】
　ＯＰ６２では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の
次回起動時の動作モードとして、「通常モード」を格納する。次に、処理が図７ＢのＯＰ
９に進み、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦにされ、図１５Ｂ及び図７Ｂ
に示される処理が終了する。
【０１７２】
　図１６Ａは、第２実施形態に係る、受電モジュール１、携帯端末２ともに電源ＯＮの状
態で、ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３間の
処理のシーケンスの一例を示す図である。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、通常モー
ドであるとする。
【０１７３】
　Ｓ５１では、航空機が離陸体勢に入ると、給電器３は、「給電停止」を含む給電制御メ
ッセージを送信し、受電モジュール１が該給電制御メッセージを受信する（図１５Ａ、Ｏ
Ｐ５１）。Ｓ５２では、給電器３は、送電を停止する。
【０１７４】
　Ｓ５３では、「給電停止」の給電制御メッセージを受信したので（図１５Ａ、ＯＰ５２
：ＹＥＳ、ＯＰ５３：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、携帯端末２に位置情報を問い合わ
せる（図１５Ａ、ＯＰ５４）。Ｓ５４では、携帯端末２は、受電モジュール１からの位置
情報の問い合わせに対して、位置情報としてエリア情報「駐機場」を取得し、エリア情報
「駐機場」を受電モジュール１に通知する。なお、Ｓ５４では、航空機は駐機場にあり、
飛行していないので、携帯端末２は地上の発信器からエリア情報「駐機場」を取得するこ
とができる。
【０１７５】
　Ｓ５５では、エリア情報「駐機場」は特定エリアに該当するので、（図１５Ｂ、ＯＰ５
８：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の次回起動時
の動作モードとして「機内モード」を格納する（図１５Ｂ、ＯＰ５９）。
【０１７６】
　Ｓ５６では、受電モジュール１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、ＯＰ
１０）。Ｓ５７では、携帯端末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して
、電源ＯＦＦの了解を受電モジュールに通知する。
【０１７７】
　Ｓ５８では、携帯端末２から電源ＯＦＦの了解の通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１
：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ５９で
は、携帯端末２が電源をＯＦＦにする。
【０１７８】
　Ｓ５９までの処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯ
ＦＦになる。すなわち、携帯端末２の電源がＯＮのまま搭乗された場合でも、航空機が離
陸体勢に入り、給電制御メッセージを受信すると、受電モジュール１は、位置情報を取得
し、位置情報から自動的に携帯端末２及び受電モジュール１の電源ＯＦＦを判定する。ま
た、携帯端末２の次回起動時の動作モードも、自動的に「機内モード」に判定される。
【０１７９】
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　図１６Ｂは、図１６Ａに示される処理の続きであり、航空機が安定飛行に入った後に、
ユーザが携帯端末２の電源をＯＮにした場合の処理のシーケンスの一例を示す図である。
【０１８０】
　Ｓ６０では、航空機が安定飛行に入り、例えば、搭乗員の所定の操作によって、給電器
３の送電が開始される。
【０１８１】
　Ｓ６１では、ユーザによって携帯端末２の電源がＯＮにされる。Ｓ６２では、携帯端末
２は受電モジュール１に電源ＯＮを通知する（図８、ＯＰ３１）。Ｓ６３では、受電モジ
ュール１は、携帯端末２から電源ＯＮの通知を受けて起動する。
【０１８２】
　Ｓ６４では、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に「機内モード」が格納され
ているので（図７Ｃ、ＯＰ１９：ＹＥＳ）、携帯端末２に「機内モード」を通知する（図
７Ｃ、ＯＰ２０）。
【０１８３】
　Ｓ６５では、携帯端末２は、受電モジュール１から「機内モード」の通知を受けたので
（図８、ＯＰ３２：ＹＥＳ、ＯＰ３４：ＹＥＳ）、「機内モード」で起動する（図８、Ｏ
Ｐ３５）。Ｓ６６では、給電器３は、「給電開始」の給電制御メッセージを送信する。
【０１８４】
　図１６Ｃは、図１６Ｂの続きの処理であり、航空機が着陸態勢に入った場合の処理のシ
ーケンスの一例を示す図である。
【０１８５】
　Ｓ６７では、航空機が着陸体勢に入ると、給電器３は、「給電停止」の給電制御メッセ
ージを送信し、受電モジュール１が該給電制御メッセージを受信する（図１５Ａ、ＯＰ５
１）。Ｓ６８では、給電器３は、送電を停止する。
【０１８６】
　Ｓ６９では、「給電停止」の給電制御メッセージを受信したので（図１５Ａ、ＯＰ５２
：ＹＥＳ、ＯＰ５３：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、携帯端末２に位置情報を問い合わ
せる（図１５Ａ、ＯＰ５４）。Ｓ７０では、携帯端末２は、航空機が飛行中であるので地
上の発信器からエリア情報を取得できず、ＧＰＳの座標情報を位置情報として受電モジュ
ール１に通知する。なお、ＧＰＳ信号は、携帯端末２が電波を発信することなく、すなわ
ち、機内モードのままでも受信可能である。
【０１８７】
　Ｓ７１では、航空機は飛行中であり、ＧＰＳの座標情報からは現在位置が特定のエリア
内であるか否かを判定することができないので（図１５Ｂ、ＯＰ５８：ＮＯ）、受電モジ
ュール１は座標情報から移動速度を算出する（図１５Ｂ、ＯＰ６０）。
【０１８８】
　Ｓ７２では、航空機は飛行中であるため、移動速度は所定の閾値よりも早くなるので（
図１５Ｂ、ＯＰ６１：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に「通常モ
ード」を記憶する（図１５Ｂ、ＯＰ６２）。
【０１８９】
　Ｓ７３では、受電モジュール１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、ＯＰ
１０）。Ｓ７４では、携帯端末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して
、電源ＯＦＦの了解を受電モジュールに通知する。
【０１９０】
　Ｓ７５では、携帯端末２から電源ＯＦＦの通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１：ＹＥ
Ｓ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ７６では、携
帯端末２は、電源をＯＦＦにする。
【０１９１】
　Ｓ７６の処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯＦＦ
になる。すなわち、巡航中にユーザが携帯端末２の電源をＯＮにし、航空機が着陸体勢に
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入り、給電停止の給電制御メッセージを受信すると、受電モジュール１は移動速度を算出
し、携帯端末２及び受電モジュール１の電源ＯＦＦと次回起動時の動作モード「通常モー
ド」を判定する。
【０１９２】
　図１７は、携帯端末２の電源はＯＦＦ状態、受電モジュール１の電源はＯＮ状態で、ユ
ーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３間の処理のシ
ーケンスの一例を示す図である。携帯端末２の電源がユーザによってＯＦＦにされた場合
でも、受電モジュール１は、電源ＯＮを維持する。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、
通常モードであるとする。
【０１９３】
　Ｓ８１では、航空機が離陸体勢に入り、受電モジュール１は、給電器３から「給電停止
」を含む給電制御メッセージを受信する（図１５Ａ、ＯＰ５１）。Ｓ８２では、給電器３
は、送電を停止する。
【０１９４】
　Ｓ８３では、「給電停止」の給電制御メッセージを受信し（図１５Ａ、ＯＰ５２：ＹＥ
Ｓ、ＯＰ５３：ＹＥＳ）、携帯端末２の電源がＯＦＦであり現在の位置情報が得られない
ので（図１５Ａ、ＯＰ５５：ＮＯ）、受電モジュール１は、端末位置記憶部１４から位置
情報と取得時刻とを読み出す（図１５Ａ、ＯＰ５６）。端末位置記憶部１４には、エリア
情報「駐機場」と、現在時刻から所定時間内の取得時刻とが格納されているとする。
【０１９５】
　Ｓ８４では、端末位置記憶部１４から、現在時刻から所定時間内に取得された特定エリ
アのエリア情報「駐機場」を取得したので（図１５Ａ、ＯＰ５７：ＹＥＳ、図１５Ｂ、Ｏ
Ｐ５８：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の次回起
動時の動作モードとして「機内モード」を格納する（図１５Ｂ、ＯＰ５９）。
【０１９６】
　Ｓ８５では、携帯端末２の電源がＯＦＦであるので（図７Ｂ、ＯＰ９：ＮＯ）、受電モ
ジュール１は、受電モジュール１の電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。
【０１９７】
　Ｓ８５の処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯＦＦ
になる。この後、航空機が安定飛行に入り、ユーザが携帯端末２の電源をＯＮにした場合
には、受電モジュール１の動作モード記憶部１３に「機内モード」が保持されているので
、図１６Ｂと同様に、携帯端末２は機内モードで起動する。すなわち、携帯端末２の電源
がＯＦＦ、受電モジュール１の電源がＯＮ、動作モードが通常モードの状態でユーザが航
空機に搭乗した場合でも、離陸体勢に入ると動作モードが機内モードに変更される。また
、携帯端末２は巡航中にユーザによって電源がＯＮにされると自動的に機内モードで起動
する。
【０１９８】
　＜第２実施形態の作用効果＞
　第２実施形態では、ワイヤレス給電方式で用いられる制御信号を用いることによって、
給電器３から給電停止を受電モジュール１に通知し、受電モジュール１は、位置情報から
携帯端末２の電源ＯＮ又はＯＦＦ及び動作モードを判定する。これによって、状況に応じ
て自動的に携帯端末２の電源状態及び動作モードを変更することができる。
【０１９９】
　また、第２実施形態では、受電モジュール１は、携帯端末２から所定の周期で位置情報
を取得し、端末位置記憶部１４に位置情報を保持する。これによって、携帯端末２の電源
がＯＦＦである場合でも、受電モジュール１は位置情報を取得することができ、該位置情
報が所定時間内に取得されたものである場合には、携帯端末２の電源がＯＦＦのまま、携
帯端末２の動作モードの設定を行うことができる。
【０２００】
　＜第２実施形態の変形例＞
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　第２実施形態の変形例では、給電器３からの給電制御メッセージに、さらに、「理由」
の項目が追加され、給電器３から受電モジュール１に給電停止とともにその理由も通知さ
れる。受電モジュール１は、位置情報を取得するのではなく、通知された理由に基づいて
、携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を行う。
【０２０１】
　本変形例において、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３のハードウェア及び機能
構成は、第２実施形態と同様である。本変形例では、給電制御メッセージには、「電源制
御」の項目に加えて、「理由」の項目が追加される。「理由」の項目には、給電が停止に
なった理由を示す情報が設定される。
【０２０２】
　第２実施形態の変形例では、給電器３の給電が停止になる理由には、航空機が離陸又は
着陸体勢に入ることがある。したがって、「理由」の項目には、第２実施形態の変形例で
は、離陸の際の航空機の存在エリアを示す「特定エリア１」、着陸の際の航空機の存在エ
リアを示す「特定エリア２」の何れかが設定される。なお、給電制御メッセージ内の「理
由」の項目に含まれる情報は、ワイヤレス給電システム１００が適用される場所又は設備
等に依って、設定されてよい。
【０２０３】
　受電モジュール１の受電モジュール制御部１１は、受信した給電制御メッセージ内の「
理由」が「特定エリア１」である場合には、携帯端末２の電源ＯＦＦ、携帯端末２の次回
起動時の動作モードが「機内モード」であることを判定する。また、受信した給電制御メ
ッセージ内の「理由」が「特定エリア２」である場合には、受電モジュール制御部１１は
、携帯端末２の電源ＯＦＦ、携帯端末２の次回起動時の動作モードが「通常モード」であ
ることを判定する。
【０２０４】
　図１８は、第２実施形態の変形例における受電モジュール制御部１１の処理のフローチ
ャートの一例である。図１８に示される処理は、受電モジュール１の対給電器通信部１２
から受電モジュール制御部１８に制御メッセージが入力されると開始される。
【０２０５】
　ＯＰ７１では、受電モジュール制御部１１は、対給電器通信部１２を通じて、給電器３
からの制御メッセージを受信する。次に処理がＯＰ７２に進む。
【０２０６】
　ＯＰ７２では、受電モジュール制御部１１は、制御メッセージ内の「メッセージ種別」
が「給電制御」であるか否かを判定する。制御メッセージ内の「メッセージ種別」が「給
電制御」でない場合には（ＯＰ７２：ＮＯ）、図１８に示される処理が終了する。制御メ
ッセージ内の「メッセージ種別」が「給電制御」である場合には（ＯＰ７２：ＹＥＳ）、
処理がＯＰ７３に進む。
【０２０７】
　ＯＰ７３では、受電モジュール制御部１１は、給電制御メッセージ内の「給電制御」が
「給電停止」であるか否かを判定する。給電制御メッセージ内の「給電制御」が「給電停
止」でない場合には（ＯＰ７３：ＮＯ）、図１８に示される処理が終了する。給電制御メ
ッセージ内の「給電制御」が「給電停止」である場合には（ＯＰ７３：ＹＥＳ）、処理が
ＯＰ７４に進む。
【０２０８】
　ＯＰ７４では、受電モジュール制御部１１は、給電制御メッセージ内の「理由」が「特
定エリア１」であるか否かを判定する。給電制御メッセージ内の「理由」が「特定エリア
１」である場合には（ＯＰ７４：ＹＥＳ）、処理がＯＰ７５に進む。
【０２０９】
　ＯＰ７５では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の
次回起動時の動作モードとして、「機内モード」を格納する。次に、処理が図７ＢのＯＰ
９に進み、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦにされ、図１８及び図７Ｂに
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示される処理が終了する。
【０２１０】
　ＯＰ７４において、給電制御メッセージ内の「理由」が「特定エリア１」でない場合に
は（ＯＰ７４：ＮＯ）、処理がＯＰ７６に進む。ＯＰ７６では、受電モジュール制御部１
１は、給電制御メッセージ内の「理由」が「特定エリア２」であるか否かを判定する。給
電制御メッセージ内の「理由」が「特定エリア２」でない場合には（ＯＰ７６：ＮＯ）、
図１８に示される処理が終了する。給電制御メッセージ内の「理由」が「特定エリア２」
である場合には（ＯＰ７６：ＹＥＳ）、処理がＯＰ７７に進む。
【０２１１】
　ＯＰ７７では、受電モジュール制御部１１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の
次回起動時の動作モードとして、「通常モード」を格納する。次に、処理が図７ＢのＯＰ
９に進み、携帯端末２及び受電モジュール１の電源がＯＦＦにされ、図１８及び図７Ｂに
示される処理が終了する。
【０２１２】
　図１９は、第２実施形態の変形例に係る、受電モジュール１、携帯端末２ともに電源Ｏ
Ｎの状態で、ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２、給電器
３間の処理のシーケンスの一例を示す図である。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、通
常モードであるとする。
【０２１３】
　Ｓ９１では、航空機が離陸体勢に入り、受電モジュール１は、給電器３から給電制御メ
ッセージを受信する（図１８、ＯＰ７１）。Ｓ９１において、受電モジュール１が受信す
る給電制御メッセージには、「給電制御」に「給電停止」、「理由」に「特定エリア１」
が含まれている。Ｓ９２では、給電器３は、送電を停止する。
【０２１４】
　Ｓ９３では、「給電停止」の給電制御メッセージを受信し（図１８、ＯＰ７２：ＹＥＳ
、ＯＰ７３：ＹＥＳ）、「理由」が「特定エリア１」であるので（図１８、ＯＰ７４：Ｙ
ＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に機内モードを記憶する（図１８：
ＯＰ７５）。
【０２１５】
　Ｓ９４では、携帯端末２の電源がＯＮであるので（図７Ｂ、ＯＰ９：ＹＥＳ）、受電モ
ジュール１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、ＯＰ１０）。Ｓ９５では、
携帯端末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対して、電源ＯＦＦの了解を
受電モジュールに通知する。
【０２１６】
　Ｓ９６では、携帯端末２から電源ＯＦＦの了解の通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１
：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ９７で
は、携帯端末２が電源をＯＦＦにする。
【０２１７】
　Ｓ９７までの処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともにＯ
ＦＦになる。すなわち、第２実施形態の変形例においても、ユーザが携帯端末２の電源が
ＯＮのまま搭乗した場合でも、航空機が離陸体勢に入ると、自動的に、携帯端末２及び受
電モジュール１の電源がＯＦＦになる。
【０２１８】
　図１９に示される処理の後、航空機が安定飛行に入ってからユーザが携帯端末２の電源
をＯＮにした場合の受電モジュール１、携帯端末２の処理のシーケンスは、例えば、図１
６Ｂに示される処理のシーケンスと同様であり、携帯端末２は機内モードで起動する。さ
らにその後、航空機が着陸体勢に入った場合には、給電器３から「理由」が「特定エリア
２」である「給電停止」を含む給電制御メッセージが送信される。この給電制御メッセー
ジを受信すると、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に次回起動時の動作モード
として「通常モード」を格納し、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図１８、ＯＰ７６
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：ＹＥＳ、ＯＰ７７、図７Ｂ、ＯＰ１０）。
【０２１９】
　また、携帯端末２の電源がＯＦＦ、受電モジュール１の電源がＯＮの状態で、ユーザが
搭乗した場合にも、給電器３からの「理由」が「特定エリア１」である給電制御メッセー
ジを受信することによって、受電モジュール１は、次回起動時の動作モードとして「機内
モード」を格納する（図１８、ＯＰ７４：ＹＥＳ、ＯＰ７５）。
【０２２０】
　したがって、第２実施形態の変形例によれば、給電制御メッセージに、給電停止の理由
が含まれる場合には、受電モジュール１が位置情報を取得しなくても、給電停止の理由に
基づいて、状況に応じて、自動的に携帯端末２の電源制御及び動作モードを設定すること
ができる。
【０２２１】
　なお、給電制御メッセージ内の「理由」は、「特定エリア１」等の位置情報ではなく、
「離陸」、「着陸」等の環境変化を示す情報であってもよい。
【０２２２】
　＜第３実施形態＞
　第１及び第２実施形態では、給電器３からの制御信号が用いられるため、ワイヤレス給
電システム１００を導入する際には、給電器３の構成が変更された。そこで、第３実施形
態では、給電器３から制御信号を用いずに、受電モジュール１は、状況に応じて端末の電
源制御を行う。また、第３実施形態では、受電モジュール１は、位置情報を取得し、該位
置情報に基づいて、携帯端末２の電源の動作モードの判定も行う。以降、第３実施形態で
は、第１及び第２実施形態と重複する説明は省略される。
【０２２３】
　第３実施形態において、受電モジュール１、携帯端末２、給電器３のハードウェア構成
及び機能構成は、第２実施形態と同様である。第２実施形態では、受電モジュール用の端
末動作モード設定プログラムは、給電器３からの送電停止を検知し、携帯端末２の位置情
報に基づいて、携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を判定するためのプログラム
である。
【０２２４】
　第３実施形態では、受電制御部１６は、給電器３からの給電停止を検知し、受電モジュ
ール制御部１１に通知する。受電制御部１６は、例えば、ワイヤレス受電部１７に相当す
る受電回路１０８の電圧が、給電器３からの給電停止を確認可能な閾値未満になることに
よって、給電器３からの給電停止を検知する。受電制御部１６は、「検知部」の一例であ
る。
【０２２５】
　受電モジュール制御部１１は、受電制御部１６から受電停止が通知されると、携帯端末
２に位置情報の問い合わせを行う。受電モジュール制御部１１は、第２実施形態と同様に
して、位置情報に基づいて、携帯端末２の電源制御及び動作モードの設定を行う。
【０２２６】
　図２０は、第３実施形態に係る、受電モジュール１の受電モジュール制御部１１の処理
のフローチャートの一例である。図２０に示される処理は、給電器３の給電停止の通知が
受電制御部１６から入力されると開始される。
【０２２７】
　ＯＰ８１では、受電モジュール制御部１１は、受電制御部１６から給電器３の給電停止
の通知を受ける。次に処理がＯＰ８２に進む。
【０２２８】
　ＯＰ８２では、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２に対して現在の位置情報を問
い合わせる。次に処理がＯＰ８３に進む。ＯＰ８２以降の処理は、第２実施形態の図１５
ＡのＯＰ５４以降の処理と同様であり、受電モジュール制御部１１は、携帯端末２から取
得される位置情報に基づいて、携帯端末２の電源のＯＦＦ、次回起動時の動作モードを決
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定する。
【０２２９】
　図２１Ａは、第３実施形態に係る、受電モジュール１、携帯端末２ともに電源ＯＮの状
態で、ユーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２間の処理のシー
ケンスの一例を示す図である。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、通常モードであると
する。
【０２３０】
　Ｓ１０１では、航空機が離陸体勢に入ると、例えば、搭乗員等の操作入力により、給電
器３は、給電を停止する。Ｓ１０２では、受電モジュール１は、給電器３からの給電停止
を検出する（図２０、ＯＰ８１）。
【０２３１】
　Ｓ１０３では、給電器３からの給電停止を検知したので、受電モジュール１は、携帯端
末２に位置情報を問い合わせる（図２０、ＯＰ８２）。Ｓ１０４では、携帯端末２は、受
電モジュール１からの位置情報の問い合わせを受けて、位置情報としてエリア情報「駐機
場」を取得し、位置情報としてエリア情報「駐機場」を受電モジュール１に通知する。
【０２３２】
　Ｓ１０５では、エリア情報「駐機場」は、特定エリア１に該当するので（図１５Ｂ、Ｏ
Ｐ５８：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に、携帯端末２の次回起
動時の動作モードとして「機内モード」を格納する（図１５Ｂ、ＯＰ５９）。
【０２３３】
　Ｓ１０６では、受電モジュール１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、Ｏ
Ｐ１０）。Ｓ１０７では、携帯端末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対
して、電源ＯＦＦの了解を受電モジュールに通知する。
【０２３４】
　Ｓ１０８では、携帯端末２から電源ＯＦＦの了解の通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１
１：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ１０
９では、携帯端末２が電源をＯＦＦにする。
【０２３５】
　Ｓ１０９までの処理が終了すると、携帯端末２及び受電モジュール１の電源は、ともに
ＯＦＦになる。すなわち、携帯端末２の電源がＯＮのまま搭乗された場合でも、航空機が
離陸体勢に入り、給電器３からの給電が停止すると、受電モジュール１は、位置情報を取
得し、位置情報から自動的に携帯端末２及び受電モジュール１の電源ＯＦＦを判定する。
また、携帯端末２の次回起動時の動作モードも、自動的に「機内モード」に判定される。
以降、例えば、航空機の巡航中にユーザが携帯端末２の電源をＯＮにすると、動作モード
記憶部１３に「機内モード」が設定されているので、携帯端末２は機内モードで起動する
。
【０２３６】
　図２１Ｂは、図２１Ａの処理の後、航空機の巡航中に携帯端末２が機内モードで起動し
、更にその後、航空機が着陸態勢に入った場合の処理のシーケンスの一例を示す図である
。
【０２３７】
　Ｓ１１１では、航空機が着陸体勢に入ると、例えば、搭乗員の操作入力により、給電器
３は送電を停止する。Ｓ１１２では、受電モジュール１は、給電器３からの給電停止を検
出する（図２０、ＯＰ８１）。
【０２３８】
　Ｓ１１３では、給電器３からの給電停止を検知したので、受電モジュール１は、携帯端
末２に位置情報を問い合わせる（図２０、ＯＰ８２）。Ｓ１１４では、携帯端末２は、航
空機が飛行中であるので地上の発信器からエリア情報を取得できず、ＧＰＳの座標情報を
位置情報として受電モジュール１に通知する。
【０２３９】



(30) JP 6349882 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

　Ｓ１１５では、航空機は飛行中であり、ＧＰＳの座標情報からは現在位置が特定のエリ
ア内であるか否かを判定することができないので（図１５Ｂ、ＯＰ５８：ＮＯ）、受電モ
ジュール１は座標情報から移動速度を算出する（図１５Ｂ、ＯＰ６０）。
【０２４０】
　Ｓ１１６では、航空機は飛行中であるため、移動速度は所定の閾値よりも早くなるので
（図１５Ｂ、ＯＰ６１：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に「通常
モード」を記憶する（図１５Ｂ、ＯＰ６２）。
【０２４１】
　Ｓ１１７では、受電モジュール１は、携帯端末２に電源ＯＦＦを通知する（図７Ｂ、Ｏ
Ｐ１０）。Ｓ１１８では、携帯端末２は、受電モジュール１からの電源ＯＦＦの通知に対
して、電源ＯＦＦの了解を受電モジュールに通知する。
【０２４２】
　Ｓ１１９では、携帯端末２から電源ＯＦＦの通知を受けたので（図７Ｂ、ＯＰ１１：Ｙ
ＥＳ）、受電モジュール１は、電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。Ｓ１２０では
、携帯端末２は、電源をＯＦＦにする。
【０２４３】
　以上より、巡航中にユーザが携帯端末２の電源をＯＮにし、航空機が着陸体勢に入り、
給電器３の給電停止を検知すると、受電モジュール１は移動速度を算出し、携帯端末２及
び受電モジュール１の電源ＯＦＦと次回起動時の動作モード「通常モード」を判定する。
【０２４４】
　図２２は、携帯端末２の電源はＯＦＦ状態、受電モジュール１の電源はＯＮ状態で、ユ
ーザが航空機に搭乗した場合の、受電モジュール１、携帯端末２間の処理のシーケンスの
一例を示す図である。携帯端末２の電源がユーザによってＯＦＦにされた場合でも、受電
モジュール１は、電源ＯＮを維持する。搭乗前、携帯端末２の動作モードは、通常モード
であるとする。
【０２４５】
　Ｓ１３１では、航空機が着陸体勢に入ると、例えば、搭乗員の操作入力により、給電器
３は送電を停止する。Ｓ１３２では、受電モジュール１は、給電器３の給電停止を検出す
る（図２０、ＯＰ８１）。
【０２４６】
　Ｓ１３３では、給電器３の給電停止を検出し（図２０、ＯＰ８１）、携帯端末２の電源
がＯＦＦであり現在の位置情報が得られないので（図２０、ＯＰ８３：ＮＯ）、受電モジ
ュール１は、端末位置記憶部１４から位置情報と取得時刻とを読み出す（図２０、ＯＰ８
４）。端末位置記憶部１４には、エリア情報「駐機場」と、現在時刻より所定時間前の間
の取得時刻とが格納されているとする。
【０２４７】
　Ｓ１３４では、端末位置記憶部１４から、現在時刻より所定時間前までの間に取得され
た特定エリア１に該当するエリア情報「駐機場」を取得したので（図２０、ＯＰ８５：Ｙ
ＥＳ、図１５Ｂ、ＯＰ５８：ＹＥＳ）、受電モジュール１は、動作モード記憶部１３に、
携帯端末２の次回起動時の動作モードとして「機内モード」を格納する（図１５Ｂ、ＯＰ
５９）。
【０２４８】
　Ｓ１３５では、携帯端末２の電源がＯＦＦであるので（図７Ｂ、ＯＰ９：ＮＯ）、受電
モジュール１は、受電モジュール１の電源をＯＦＦにする（図７Ｂ、ＯＰ１４）。
【０２４９】
　この後、航空機が安定飛行に入り、ユーザが携帯端末２の電源をＯＮにした場合には、
受電モジュール１の動作モード記憶部１３に「機内モード」が保持されているので、携帯
端末２は機内モードで起動する。すなわち、携帯端末２の電源がＯＦＦ、動作モードが通
常モードの状態でユーザが航空機に搭乗した場合でも、動作モードが機内モードに変更さ
れ、携帯端末２は巡航中にユーザによって電源がＯＮにされると自動的に機内モードで起
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動する。
【０２５０】
　＜第３実施形態の作用効果＞　第３実施形態では、受電モジュール１は、給電器３の給
電停止の検知を契機に、位置情報から携帯端末２の電源ＯＮ又はＯＦＦ及び動作モードを
判定する。これによって、受電モジュール１は、給電器３からの制御信号を用いずに、状
況に応じて自動的に携帯端末２の電源状態及び動作モードを変更することができる。
【０２５１】
　また、第３実施形態では、携帯端末２の電源がＯＦＦの場合でも受電モジュール１の電
源はＯＮであるので、携帯端末２の電源がＯＦＦであっても給電器３の給電停止を検知で
きる。また、受電モジュール１は、携帯端末２から所定の周期で位置情報を取得し、端末
位置記憶部１４に位置情報を保持する。これによって、携帯端末２の電源がＯＦＦである
場合でも、受電モジュール１は位置情報を取得することができ、該位置情報が所定時間内
に取得されたものである場合には、携帯端末２の電源がＯＦＦのまま、携帯端末２の動作
モードの設定を行うことができる。
【０２５２】
　第３実施形態では、受電モジュール１はワイヤレス給電の制御信号を用いずに、給電器
３の給電停止の検知を契機に、位置情報から携帯端末２の電源ＯＮ又はＯＦＦ及び動作モ
ードを判定する。そのため、第３実施形態のワイヤレス給電システム１００を導入するに
際して、給電器３側の設定を変更せずとも、例えば、携帯端末２と受電モジュール１とに
プログラムをインストールすればよく、導入コストを抑えることができる。
【０２５３】
　＜その他＞
　なお、第１～３実施形態では、航空機内のワイヤレス給電システム１００について説明
されたが、ワイヤレス給電システム１００の適用は、航空機内に限定されない。ワイヤレ
ス給電システム１００は、例えば、新幹線内、インターネットカフェ等の公共の場所であ
ってワイヤレス給電のサービスが行われる場所に適用可能である。
【０２５４】
　第１～３実施形態では、磁界共鳴方式のワイヤレス給電方式を採用するワイヤレス給電
システム１００について説明されたが、これに限られない。例えば、携帯端末２を給電器
３と通信可能な範囲に置くことによって、電磁誘導方式のワイヤレス給電方式も採用可能
である。また、受電モジュール１と給電器３との制御信号の通信方式もＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈに限られず、ワイヤレス給電システム１００で採用されるワイヤレス給電方式によって
適宜変更可能である。
【符号の説明】
【０２５５】
１　　　受電モジュール
２　　　携帯端末
３　　　給電器
１１　　受電モジュール制御部
１３　　動作モード記憶部
１４　　端末位置記憶部
１６　　受電制御部
１８　　受電モジュール電源制御部
１９　　端末電源状態取得部
２１　　端末制御部
２５　　位置取得部
１０１、２０１　　ＣＰＵ
１０４、２０３　　不揮発性メモリ
１０５、３０５　　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアンテナ
１０６、３０６　　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ回路



(32) JP 6349882 B2 2018.7.4

１０７　　受電アンテナ
１０８　　受電回路
１１０　　端末電源状態検知回路
３０７　　送電回路
３０８　　送電アンテナ

【図１】 【図２】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図９Ｃ】 【図１０】



(36) JP 6349882 B2 2018.7.4

【図１１】 【図１２】
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【図１５Ｂ】 【図１６Ａ】

【図１６Ｂ】 【図１６Ｃ】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１Ａ】 【図２１Ｂ】

【図２２】
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